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P ２　

平成23年 卯月

４

つくばみらい広
報

４月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口45,611人（＋111）　男22,870人（＋44）　女22,741人（＋67）・世帯数16,478世帯（＋81）

No.61

●主な内容●主な内容
P18　平成23年度市税などの納期月一覧表

P20　市内の出来事　

P22　生涯学習・公民館講座募集　

P32　保健だより　　

P36　スポーツの楽しさ、再発見！　

P２　想定外の巨大地震

P６　届け、みらいからの思い！

P８　新年度スタート！

　　　　　
（市長施政方針＆当初予算）

　P12　マル福制度が小学校６年生まで拡大

　P14　男女共同参画都市宣言

希望いっぱい新１年生！希望いっぱい新１年生！
　
　市内の各小学校で４月７日、入学式が行われ、市内の各小学校で４月７日、入学式が行われ、

370370人の新１年生が新たな一歩を踏み出しました。人の新１年生が新たな一歩を踏み出しました。

　板橋小学校（　板橋小学校（東東
とうごうとうごう

郷郷 守守
まもるまもる

校長）では、66人の新１校長）では、66人の新１

年生が、これから始まる小学校での生活に期待年生が、これから始まる小学校での生活に期待

を膨らませ、目を輝かせながら式に臨んでいまを膨らませ、目を輝かせながら式に臨んでいま

した。した。
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３月11日午後２時46分３月11日午後２時46分
その時あなたは・・・。その時あなたは・・・。 国

内
観
測
史
上
最
大
Ｍ
9
・
０
の
巨
大
地
震
発
生

　

３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
頃
、
激
し
く
長
い
揺

れ
が
市
を
襲
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
立
っ
て
い
ら

れ
な
い
ほ
ど
の
激
し
い
揺
れ
に
、
市
内
の
住
宅
、
道

路
、
公
共
施
設
な
ど
が
損
壊
し
た
。

　

大
地
震
が
来
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
中
、
今
回
の

大
地
震
で
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

た
だ
、
そ
の
場
か
ら
動
く
こ
と
が
で
き
ず
、
何
も
で

き
な
か
っ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
回
、
改
め
て
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
一
人
ひ

と
り
が
防
災
と
い
う
も
の
を
、
も
う
一
度
考
え
て
み

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

想
定
外
の
巨
大
地
震

　

今
回
の
地
震
は
、
単
一
で
は
な
く
、

３
つ
の
地
震
が
連
動
し
た
も
の
と
解
析

さ
れ
ま
し
た
。
震
源
域
は
、
岩
手
県
か

ら
茨
城
県
ま
で
南
北
約
５
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
２
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
お
よ
び
「
５
分
前
後
か
け
て
連

続
し
て
発
生
す
る
と
い
う
、
複
雑
な
起

こ
り
方
を
し
て
い
る
。極
め
て
ま
れ
で
、

気
象
庁
の
観
測
で
初
め
て
の
経
験
」
と

気
象
庁
職
員
が
話
す
ほ
ど
で
す
。

　

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路

大
震
災
は
Ｍ
７
・
３
、
そ
の
数
百
倍
に

も
相
当
す
る
Ｍ
９
・
０
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
激
震
は
数
分
間
も
続
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
想
定
を
超
え
る
津

波
が
東
日
本
の
広
い
範
囲
に
押
し
寄

せ
、
多
く
の
尊
い
命
、
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
家
、
大
切
な
家
族
を
一
瞬
に

し
て
奪
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

つ
く
ば
み
ら
い
で
は

　

Ｍ
９
・
０
の
巨
大
地
震
は
当
市
に

も
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
市
役
所
谷

和
原
庁
舎
で
震
度
６
弱
、
同
伊
奈
庁

舎
で
は
震
度
５
強
。
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い
揺
れ
に

よ
っ
て
、
市
内
各
地
で
住
宅
や
公
共

施
設
な
ど
多
く
の
建
物
が
損
壊
し
た

ほ
か
、
道
路
や
上
下
水
道
施
設
に
大

き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
片
庭
市
長
を
本
部
長
と
す

る
災
害
対
策
本
部
を
直
ち
に
立
ち
上
げ
、

市
内
の
被
害
状
況
、
独
居
老
人
の
安
否

確
認
、
避
難
所
の
開
設
と
市
民
の
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

市
内
の
被
害
状
況
は
、
家
屋
の
一
部

損
壊
な
ど
が
約
１
４
０
０
件
、
道
路
の

亀
裂
、
陥
没
が
約
1
１
０
箇
所
（
と
も

に
４
月
５
日
現
在
）。
ま
た
、
地
震
発

生
直
後
の
停
電
の
影
響
に
よ
り
、
県
企

業
局
水
海
道
浄
水
場
か
ら
の
供
給
が
停

止
、
そ
の
後
通
常
時
の
３
〜
４
割
で
の

供
給
と
な
り
、
谷
和
原
浄
水
場
、
久
保

浄
水
場
と
も
配
水
池
水
位
の
低
下
に
伴

い
、
配
水
圧
を
下
げ
て
の
給
水
。
そ
れ

に
よ
り
、
地
区
に
よ
っ
て
は
水
の
出
が

悪
く
な
っ
た
り
、
出
な
い
箇
所
が
あ
り

ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

今
、
私
た
ち
に

　

で
き
る
こ
と
は
？

　

想
定
外
の
大
地
震
を
経
験
し
、
今

で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
地
震
に
対
す
る
考
え
方
を
改
め
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
大
地
震

な
ど
す
ぐ
に
は
起
き
な
い
」
と
考
え
て

い
た
人
が
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
起
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
今

後
も
、
余
震
に
よ
る
激
し
い
揺
れ
、
南

関
東
直
下
型
地
震
な
ど
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
時
、
今
回
の
大
地
震
の

経
験
を
活
か
せ
る
よ
う
、
心
の
準
備
、

あ
ら
ゆ
る
準
備
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
日
頃
か
ら

過
信
す
る
こ
と
な
く
、「
心
の
防
波
堤
」

を
高
く
し
て
、
万
一
に
備
え
る
以
外
に

命
を
守
る
す
べ
は
な
い
の
で
す
。
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　　　では、全国瞬時警報システム（Ｊ
ジ ェ イ ・ ア ラ ー ト

‐ＡＬＥＲＴ）
　　　を導入しています。これは、市の防災無線を国
が直接操作して、緊急情報を市民の皆さんに瞬時にお
知らせするものです。
　この緊急地震速報は、茨城県南部を区域とし、推定
震度が５弱以上の場合放送されます。この情報は、緊
急情報であるため、24時間いつでも自動的に放送さ
れます。放送内容は「緊急地震速報。大地震です。大
地震です」を３回繰り返した後「こちらは防災つくば
みらいです」が鳴り放送が終了します。
　テレビやラジオを通して発表される緊急地震速報
や、市の防災無線から放送される緊急地震速報を誤報
と決め付けず、まずは身の安全を確保しましょう。

　　　災害が発生すると、水、電気、ガス、通信など
　　　ライフラインが停止する可能性があります。
　復旧するまでの間、自宅でも生活ができるように、
水や食料、生活用品を備蓄しておきましょう。
　水は、１人１日３リットルが必要です。非常食も最
低３日分用意しておきましょう。また、ラジオや懐中
電灯など、すぐに必要になるもの、なければ困るもの
を考えて用意しましょう。特別なものを用意するので
はなく、普段の生活で必要なもの・使用しているもの
を。赤ちゃんがいる家庭では、ミルクや哺乳びん、離
乳食、オムツ、おぶい紐、バスタオルなどを追加して
おきましょう。携帯用カイロや保険証・免許証のコピー
などがあると便利でしょう。

市 大

　　　難勧告や避難指示が出たときには、速やかに避
　　　難しましょう。地震の時には、塀の倒壊やガラ
ス飛散などに注意しましょう。また、避難所や道順な
どを確認しておくことが大切です。
　市内の避難所は、茨城県立伊奈高等学校、茨城県立
伊奈養護学校、市内各小中学校、総合運動公園、総合
福祉施設きらくやまふれあいの丘、谷井田コミュニティ
センター、小絹コミュニティセンター、板橋コミュニ
ティセンターです。
　市では、平成20年度に「つくばみらい市ハザードマッ
プ」を各世帯に配布しました。もう一度確認してくだ
さい。なお、ハザードマップは、市民窓口課（両庁舎）
でも配布しています。

　　　害時には、電話やインターネットなどがつなが
　　　りにくくなります。日頃から、家族の安否確認
の方法、集合場所などを話し合っておきましょう。
　今回の地震でも、電話がつながりにくく、家族や親
類、大切な人の安否確認ができず、不安な時間を過ご
した方が多いことと思います。そんな時こそ、災害用
伝言ダイヤルを活用しましょう。
　災害用伝言ダイヤルにメッセージを残すには、①
１７１をダイヤル②「１」（録音）を選ぶ③自分（被災地）
の電話番号をダイヤル④メッセージを録音。
　メッセージを聞くには、①１７１をダイヤル②「２」（再
生）を選ぶ③被災地の方の電話番号をダイヤル④メッセー
ジの再生。

避 災

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
責
任

災害対策本部会議の様子

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
、
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

観
測
史
上
最
大
の
地
震
と
そ
の
後

の
大
津
波
に
よ
り
、
日
本
各
地
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

茨
城
県
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
沿

岸
部
に
お
い
て
は
多
く
の
犠
牲
者
が

出
て
お
り
ま
す
。

　

幸
い
に
し
て
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
で

は
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
は
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
屋
根
瓦
の
崩
落
、
塀
の
倒

壊
な
ど
多
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
公
共
施
設
に
お
い
て
も
、
市
内

道
路
１
１
３
箇
所
で
亀
裂
や
陥
没
が
発

生
し
、
学
校
施
設
に
お
い
て
は
、
壁
に

亀
裂
が
生
じ
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、
全
力
を
挙
げ
て
復
旧
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
に
よ
り
、

農
産
物
の
出
荷
停
止
な
ど
の
二
次
被

害
も
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
米
の
作
付
け
に
つ
い
て
も
不
安

を
お
持
ち
の
方
が
多
く
お
ら
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
農
業
を
基
幹
産
業

と
す
る
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
お
い
て

は
、こ
れ
は
死
活
問
題
で
あ
り
ま
す
。

『
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
農
産
物
は
安

全
で
す
』。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
地
域
ご
と
に

出
荷
停
止
解
除
の
検
討
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
早
急
に
実
施

す
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

震
災
発
生
以
降
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
心
温
ま
る
支
援
活
動
や
義
援

金
へ
の
心
遣
い
に
触
れ
、
誇
り
に
思

い
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
震
災
を
経
験
し
、
改

め
て
危
機
管
理
の
重
要
性
を
痛
感
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
災
害
に
強

い
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
つ
く

ば
み
ら
い
市
に
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
支
援
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

が
ん
ば
ろ
う
！
日
本

　

が
ん
ば
ろ
う
！
つ
く
ば
み
ら
い

つ
く
ば
み
ら
い
市
長

　
　
　
　
　
　

片
庭　

正
雄
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　り災証明とは、地震の災害により家屋などに被害を
受けたことを証明するもので、損害保険などの請求を
する場合に必要なものです。
■申請に必要なもの
　・り災証明申請書
　　※申請書は、市民窓口課（伊奈庁舎）総務課（伊
　　奈庁舎）、都市計画課（谷和原庁舎）、つくばみら
　　い消防署に備えてあります。また、市ホームペー
　　ジからもダウンロードできます。
　・印鑑（認印可）
　・写真（被害箇所が確認できるもの）
　　※被害箇所の写真が鮮明でない場合は、市職員が
　　現地確認します。（証明書の発行に時間を要する場
　　合があります）
■料金は無料です。
■注意
　被害を受けた日から半年を経過した後に、り災証明
　書の申請をした場合は、り災証明書を発行すること
　はできません。　

り災証明書の発行について

東日本大震災で被災された方へ

　　伊奈庁舎総務課　☎58‐2111
　　（内線1215）
問

　
　災害により居住する住宅が全壊するなど生活基盤に
著しい被害を受けた世帯に対し、生活の再建のための
支援金が支給されます。
①住宅が「全壊」「半壊（解体）」…上限300万円
②住宅が「半壊（大規模な補修）」…上限250万円　
　◎添付書類：り災証明書（り災程度が記載されたも
　　の）、解体証明書、住民票、預金通帳の写し（口
　　座確認のため）、その他必要とする書類、建設や
　　購入にかかる契約書など

被災者生活債権支援制度

　
　災害により居住する住宅が半壊、床上浸水の損害を
受けた世帯に対して見舞金が支給されます。
①住宅の半壊…３万円
　◎添付書類：り災証明書（り災程度が記載されたも
　　の）、預金通帳の写し（口座確認のため）
■り災程度は、市が被害状況を現地調査し、判定しま
す。半壊程度の被害状況例としては、「屋根の全体が損
傷を受け、さらに外壁のかなりの部分にひび割れ、ま
た剥離が生じている状態」といえます。屋根の一部損
壊では該当になりません。

茨城県災害見舞金支給制度

　　伊奈庁舎社会福祉課　☎58‐2111
　　（内線1153）
問

　　伊奈庁舎社会福祉課　☎58‐2111
　　（内線1153）
問

市税に関する納期限の延長について

震災に便乗した

　　悪質商法や詐欺にご注意ください。

　東日本大震災の被災者に対する対応の一環として、被災地（青
森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県）に住所を有する方の市
税に関する申告、納付などの期限の延長を行います。
　地震が発生した３月11日以後に到来する申告・納付などの期
限が、自動的に延長されることとなりますが、現在のところ申告
などの期限をいつまで延長するかについては未定です。今後の被
災者の状況に十分配慮して延長期限を検討します。しかし、これ
は税に関する申告期限や納付期限が一定期間延長される措置であ
り、税金が免除される制度ではありませんのでご注意ください。
　延長後の納期限には、従前の納期限分も含めて納付していただく
こととなり、一度に納付していただく金額が大きくなる場合もあり
ます。そのため、震災の被害により通常の申告・納税などが困難な
方以外は、できる限り従前の納期限内での納付にご協力ください。
　固定資産税、軽自動車税、市民税、国民健康保険税などの市税
を口座振替で納めていただいている方につきましては、従前の納
期で振替を実施する予定ですので、あらかじめご了承ください。
　納税通知書に記載した納期限に関わらず、対象者については、
延長後の納期限が優先されることとなりますが、コンビニエンス
ストアでの納付につきましては、従前の納期限を過ぎますと納付
できませんので、ご注意ください。

　　伊奈庁舎税務課　☎58‐2111
　　・固定資産税に関すること（内線1135 ～ 1137）

　　・市民税・たばこ税・軽自動車税に関するこ と（内線1132 ～ 1134）

　　伊奈庁舎国保年金課　☎58‐2111

　　・国民健康保険税に関すること（内線1181 ～ 1183）

問

　
　東日本大震災の被災者を狙った悪質な勧誘や詐欺行
為が発生しています。
　地震発生以降「屋根瓦を点検、修理してあげる」と
いって高額な代金を請求したり、公的機関をかたって
義援金をだまし取る手口には十分注意しましょう。
【相談事例】
○自宅に「屋根工事をしないか」という業者が勧誘に
訪れた。
「地震で瓦が落ちているので修理が必要だ。すぐに修
理した方がいい。」といわれ、契約してしまった。高
額なので解約したい。
○「被災地の復興支援の義援金として、貴金属の売却
代金を寄付したい。使っていないネックレスがあった
ら売ってほしい」という電話がかってきた。不審。
　被害に遭いそうになった、または遭ってしまったと
きには、消費生活センターにご相談ください。

　　市消費生活センター　☎25‐3288問

震災に便乗した

　　悪質商法や詐欺にご注意ください。
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固定資産税の減免について　
　今回の地震被害を受けた、土地、家屋および償却資産
の所有者で、その被害が一定の基準に該当する方は、そ
の被害状況に応じた割合により固定資産税が減免されま
す。減免割合などについては、市税務課（伊奈庁舎）に
お問い合わせください。
■減免に係る注意事項
　減免の対象となる資産は、課税されている固定資産
のうち下記のものが対象となります。
　・面積の20％以上の被害を受けた土地
　・評価額の20％以上の被害を受けた家屋および償却資産
　なお、家屋の被害の査定については、実際の修理費
などではありません。次のようなケースでは、一般的
に損害割合が20％に満たず、減免の対象となりません。
　・屋根瓦の一部が落ち、外壁に数ヶ所ひびが入り、
　　内装の一部が損傷した状況
　・屋根瓦がすべて落ちたが、ほかに大きな損傷がな
　　い状況

上下水道料金の減免について　
　今回の地震の影響により、市内各地において赤
水（濁り水）が発生しました。
　このことにより、上下水道料金を下記のとおり
調整します。

調整の対象となる月 調整の方法

平成23年５月（３月使用分）
対象となる月の使用水量を、
全世帯一律に２㎥減免します

※地震の影響による漏水については、別途減免します。
※井戸水のみで、下水道を使用している方は調整
の対象となりません。

　　水道課　☎52‐6100問

災害弔慰金の支給等制度　
①災害弔慰金
　災害により死亡されたとき遺族に支給されます。
②災害障害見舞金
　災害による負傷、疾病で重度の障がいをもった
　方に支給されます。
③災害援護資金貸付金
　災害により負傷、住居損壊、家財損害を受けた
　世帯に対して、生活の再建に必要な資金を貸し
　ます。

　　伊奈庁舎社会福祉課　☎58‐2111
　　（内線1153）
問

　　伊奈庁舎税務課　☎58‐2111
　　（内線1135～ 1137）
問

保険税などの減免について

制度 適用対象 内容

国民健康保険 税減免
今回の災害により家屋に著しい損害を受けた
場合（家屋価値に対する損害割合が10分の３
以上）

損害割合に対し保険税が最大全額免除

後期高齢者医療 保険料減免
今回の災害により家屋などの損害額が10分の
３以上の場合
※所得条件：1,000万円以下

損害額に対し保険料が最大全額免除

国民健康保険 一部負担金

・今回の災害により資産などに重大な損害を
　受けた場合
・今回の災害により死亡、または身体に障が
　いがある者となった場合

医療費の一部を減額または免除

後期高齢者医療 一部負担金
今回の災害により家屋などの損害額が10分の
３以上の場合
※所得条件：1,000万円以下

損害額に対し一部負担金が最大全額免除

介護保険
保険料徴収猶予

今回の災害により財産などの損害割合が10分
の３以上

申請日から６カ月以内の月分に係る保
険料

保険料減免
所得金額と損害額の割合に対し最大２
分の１減免

　
　災害によって、住宅、家財などに損害を受けた時は、
その損害程度により下記のものについて、減免などの
救済措置を受けることができます。
　各保険税などの減免については、り災証明書など災
害の状況を証明する書類が必要になります。詳しくは
担当課までお問い合わせください。

　　伊奈庁舎国保年金課　☎58‐2111
　　・国民健康保険に関すること（内線1181）
　　・国民健康保険税に関すること（線1182）
　　・後期高齢者医療に関すること（内線1185）　
　　伊奈庁舎介護福祉課　☎58‐2111（内線1174）

問

　
　各金融機関では、今回の地震により被害を受けられ
た方を対象に特別支援融資を開始しています。詳しく
は、各金融機関にお問い合わせください。

支援融資について
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からの思い!
　

市
で
は
、
地
震
発
生
直
後
の
停
電

に
よ
る
影
響
で
、
水
の
出
が
悪
く

な
っ
た
り
、
出
な
い
箇
所
が
発
生
し

ま
し
た
が
、
３
月
16
日
午
後
９
時
に

完
全
復
旧
し
た
こ
と
に
よ
り
、電
気
・

ガ
ス
・
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
は
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

県
内
の
多
く
は
未
だ
断
水
が
続
い
て

い
る
状
態
だ
っ
た
た
め
、
市
は
、
県

内
で
も
被
害
の
甚
大
な
高
萩
市
、
北

茨
城
市
に
救
援
物
資
の
提
供
を
行
い

ま
し
た
。

　

高
萩
市
に
は
、
３
月
18
日
、
飲
料

水
１
０
８
箱
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
ℓ

×
６
本
、
１
２
９
６
ℓ
）
を
、
市
職

　

市
対
策
本
部
に
は
震
災
直
後
か

ら
、
市
内
外
の
多
く
の
皆
様
か
ら
飲

料
水
や
毛
布
な
ど
が
届
け
ら
れ
た
ほ

か
、
３
月
25
日
ま
で
は
、
被
災
地
か

ら
要
望
の
あ
る
生
活
救
援
物
資
の
受

付
を
行
い
、「
被
災
地
で
苦
し
ん
で
い

る
方
々
の
た
め
に
」
と
の
強
い
思
い

を
持
っ
た
市
民
お
よ
び
市
内
企
業
併

せ
て
１
８
０
件
に
も
上
る
方
々
か

命
の
水
を
届
け
る

員
３
人
が
ト
ラ
ッ
ク
１
台
で
、
北
茨

城
市
に
は
、
３
月
22
日
、
飲
料
水

２
３
０
箱
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
ℓ
×

６
本
、
２
７
６
０
ℓ
）
を
市
職
員
５

人
が
ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
現
地
に
届
け

ま
し
た
。

救
援
物
資
を
届
け
る

ら
、
貴
重
な
物
資
を
お
預
か
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

物
資
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
は
、
被

災
さ
れ
た
方
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
提
供
い

た
だ
い
た
物
資
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

１
４
４
箱（
大
人
用
紙
お
む
つ
48
箱
、

子
供
用
紙
お
む
つ
16
箱
、
子
供
用
お

し
り
ふ
き
1
箱
、
生
理
用
品
16
箱
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
18
箱
、
ボ
ッ

ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
８
箱
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
７
箱
、
毛
布
13
箱
、
バ

ス
タ
オ
ル
５
箱
、
タ
オ
ル
８
箱
、
カ

イ
ロ
４
箱
）
に
も
上
り
、
皆
さ
ん
の

強
い
思
い
と
と
も
に
、
３
月
30
日
に

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
へ
搬
送

し
、
自
衛
隊
か
ら
被
災
地
へ
届
け
ら

れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
親
身
な
ご
協
力
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▷
救
援
物
資
を
積
み
込
む
市
職
員

▷
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
に
向
け
出
発

▷
多
く
の
物
資
が
集
ま
り
ま
し
た
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 届け、みらい 　
義
援
金
を
届
け
る

　

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
つ
く

ば
み
ら
い
市
地
区
で
は
、
３
月
12
日

か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
の

受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
連
日
、
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
義
援
金
を
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
義
援

金
は
、
茨
城
県
支
部
へ
送
金
し
、
各

地
区
被
災
者
の
方
へ
の
生
活
支
援
、

復
興
、
見
舞
金
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
の
総
額
は
４
月
６
日
現
在
、

４
５
６
万
４
４
８
円
と
な
り
ま
し

た
。

【
３
月
22
日
送
金
分
】

　

1
７
９
万
４
４
４
５
円

【
３
月
25
日
送
金
分
】

　

49
万
８
１
２
７
円

【
３
月
29
日
送
金
分
】

　

62
万
８
１
７
８
円

【
４
月
１
日
送
金
分
】

　

１
１
２
万
９
０
７
０
円

【
４
月
６
日
送
金
分
】

　

51
万
６
２
８
円

　

義
援
金
の
受
付
は
引
き
続
き
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
場
所

　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

　

谷
和
原
庁
舎
会
計
課

■
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

　

９
月
30
日
㈮
ま
で
（
土
、
日
、
祝

　

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

　

後
５
時
15
分

■
受
付
方
法

　

①
義
援
金
を
受
付
場
所
に
お
持
ち

　

く
だ
さ
い
。

　

②
郵
便
局
窓
口
で
の
振
り
込
み

　

口
座
記
号
番
号　

０
０
１
４
０
‐

　

８
‐
５
０
７

　

口
座
記
入
者
名　

日
本
赤
十
字　

　

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　

・
郵
便
局
窓
口
で
受
け
取
っ
た
半

　

券
が
受
領
書
を
兼
ね
ま
す
。

　

・
振
込
手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す

　

※
記
載
の
ほ
か
、
市
役
所
伊
奈
庁

　

舎
、
谷
和
原
庁
舎
に
義
援
金
箱
の

　

設
置
も
し
て
い
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
２
） 。

一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
大
き
な
力
を
生
み
出
す

　

現
在
、東
京
電
力
管
内
に
お
い
て
、

大
幅
な
電
力
供
給
不
足
が
想
定
さ
れ

て
お
り
、
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が

極
め
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
首
都
圏
で
は
計
画

停
電
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
計
画
停

電
は
医
療
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
な
ど
社
会

経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
極
め
て
大
き
い

で
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
節
電
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
あ
な
た
の
行
動
が
、
大
き
な
力
を

生
む
源
に
な
り
ま
す
。

節
電
・
ま
ず
大
事
な
こ
と

■
電
力
消
費
の
ピ
ー
ク
タ
イ
ム
に
向

け
て
効
果
的
な
節
電
を

　

春
季
の
電
力
需
要
は
、
朝
と
夕
の

２
回
に
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
時
間
帯
で
の
節
電

を
こ
こ
ろ
が
け
て
く
だ
さ
い
。

空
調

○
空
調
機
器
の
使
用
は
、
朝
・
夕
の

ピ
ー
ク
時
間
帯
を
避
け
る

○
暖
房
は
19
℃
以
下
を
目
安
に
現
在

の
設
定
よ
り
低
く

○
暖
房
機
器
は
不
必
要
な
つ
け
っ
ぱ

な
し
を
せ
ず
、
運
転
時
間
を
短
縮

電
気
機
器

○
炊
飯
器
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機

は
、
朝
・
夕
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
を
避

け
て
タ
イ
マ
ー
機
能
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
夜
間
や
早
朝
の
使
用
を

こ
こ
ろ
が
け
る

○
冷
蔵
庫
の
庫
内
は
季
節
に
あ
わ
せ

て
温
度
調
整
し
、
効
率
的
に
使
う

　

・
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い

）

照
明

○
人
の
い
な
い
部
屋
の
照
明
は
、
可

能
な
限
り
消
灯
す
る

○
照
明
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
蛍

光
灯
や
電
球
計
蛍
光
ラ
ン
プ
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
使
用
す
る

ト
イ
レ

○
温
水
洗
浄
便
座
の
ふ
た
を
閉
め
る

そ
の
他

○
電
気
機
器
の
導
入
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
タ
イ
プ
の
も
の
を
選
択
す
る

○
食
事
な
ど
の
団
ら
ん
は
居
間
な
ど

に
集
ま
っ
て
生
活

　

・
冷
蔵
強
度
を
適
切
に
（
強
↓
中

　

・
無
駄
な
開
閉
を
や
め
る

○
給
油
器
、電
気
ポ
ッ
ト
、コ
ー
ヒ
ー

メ
ー
カ
ー
、
電
子
レ
ン
ジ
の
電
源
を

切
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
、
待
機

時
消
費
電
力
を
削
減
す
る
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片
庭
市
政
本
格
始
動

片
庭
市
政
本
格
始
動

　平成23年第１回市議
会定例会が３月３日から
18日まで、16日間の会
期で開かれ、議案28件
などを審議しました。い
ずれも原案どおり可決・
採択されました。
　議会初日に行われた市
長の施政方針と行政報告
のあらましは、次のとお
りです。

月定例会月定例会３３

市
長
施
政
方
針
要
約

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
は
、
平
成
18
年

３
月
27
日
に
、
伊
奈
町
と
谷
和
原
村

の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
本
年
５
周

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。私
は
、

こ
の
更
な
る
飛
躍
に
向
け
た
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
当
た
り
、
平
成

23
年
度
を
私
の
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

る
「
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置
付

け
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
市
政
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
、
市
民
の
参
加
と

協
働
に
よ
る「
信
頼
と
実
績
の
市
政
」

を
目
指
し
、
全
力
で
推
し
進
め
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て

「
子
供
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
政
策
の

柱
を
確
実
に
実
施
す
べ
く
、
徹
底
し

て
市
税
等
の
収
納
率
の
向
上
な
ど
歳

入
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
公
営
企

業
等
の
経
営
の
健
全
性
確
保
、
投
資

的
経
費
の
事
業
効
果
の
点
検
や
事
業

手
法
の
再
検
討
を
進
め
る
な
ど
私
の

提
唱
す
る
「
無
理
（
ム
リ
）、
無
駄

（
ム
ダ
）、
ム
ラ
」
を
排
除
し
た
「
三

ム
主
義
」
の
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
各
事
業
の
必
要
性
、
有

効
性
、
効
率
性
お
よ
び
公
共
性
を
総

合
的
に
判
断
す
る
と
と
も
に
、
予
算

を
的
確
か
つ
厳
し
く
算
定
し
、
可
能

な
限
り
一
般
財
源
の
歳
出
抑
制
を
図

る
一
方
で
、私
の
政
治
姿
勢
で
あ
る
、

常
に
市
民
に
軸
足
を
置
い
た
市
政
運

営
を
行
う
た
め
、
市
民
が
健
康
で
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

「
子
育
て
支
援
事
業
」
と
「
が
ん
予

防
対
策
事
業
」、
さ
ら
に
は
将
来
を

展
望
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
新
た
な
道
路
・
交
通
体
制
の

調
査
・
整
備
事
業
に
、
重
点
的
か
つ

積
極
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
と
お
約

束
し
た
「
子
供
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
、
よ
り
着
実
な
も
の
に
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
「
事

業
仕
分
け
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
持
続
可

能
な
行
政
経
営
を
実
施
す
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

市
が
実
施
す
る
事
業
の
必
要
性
や
、

実
施
主
体
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
外
部
の
視
点
か
ら
事
業
仕
分
け

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ス
リ
ム
で
効

率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

併
せ
て
、
更
な
る
「
無
理
（
ム
リ
）・

無
駄
（
ム
ダ
）・
ム
ラ
」
の
三
ム
主

義
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
が
公
約
に
掲
げ
た
市
長

等
の
給
料
削
減
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
10
月
に

始
め
ま
し
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
を

継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

市
役
所
の
窓
口
で
声こ

わ
だ
か高

に
出
さ
れ

る
意
見
、
や
っ
と
の
思
い
で
市
に
伝

え
ら
れ
る
小
さ
な
声
、
出
す
す
べ
を

知
ら
ず
う
ず
も
れ
た
声
、
こ
れ
ら
す

べ
て
の
意
見
に
真
剣
に
向
き
合
う
こ

と
こ
そ
が
、
明
日
の
つ
く
ば
み
ら
い

市
を
つ
く
る
原
点
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
市
民
懇
談
会
も
積
極
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

将
来
を
展
望
し
た
広
域
的

な
ま
ち
づ
く
り

　

将
来
を
展
望
し
た
広
域
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
谷
和
原

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
谷
田
部
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
向
け
、
組

織
を
立
ち
上
げ
、
調
査
検
討
に
着
手

平成23年第１回定例会で施政方針を述べる片庭市長
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【毎月の支出】
食費（人件費） 93,500円

医療費（扶助費） 71,800円

光熱費・被服費（物件費） 70,000円
車や家具の修理代（維持補修
費・予備費）

2,050円

兄への仕送り（他会計への繰
出金・補助費・貸付金など）

134,000円

家の増改築（普通建設事業費） 87,900円

ローン返済（公債費） 40,700円

貯金（積立金） 50円

支出合計 500,000円

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
設
置
さ
れ
る
と
、
高
速
道
路
へ
の
利

便
性
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
谷
和
原

イ
ン
タ
ー
付
近
の
渋
滞
の
緩
和
、
さ
ら

に
は
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
大
い
に
寄

与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

東
楢
戸
台
線
並
び
に
豊
体
横
町
下

宿
線
な
ど
の
合
併
特
例
債
事
業
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
つ
く
ば
み
ら

い
市
の
広
域
的
な
道
路
交
通
体
系
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
公
共
交
通
運
行
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
、
地
域
公
共
交
通

の
利
便
性
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
私

の
政
策
の
一
つ
で
も
あ
る
デ
マ
ン
ド

交
通
等
の
実
施
検
討
を
行
い
、
交
通

空
白
地
の
解
消
、
交
通
弱
者
の
移
動

手
段
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

り
、
安
心
・
安
全
な
環
境

づ
く
り

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安

心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
23
年
度
は
、
女
性
消

防
団
を
組
織
し
、
女
性
な
ら
で
は
の

き
め
細
か
な
防
火
・
防
災
活
動
の
で

き
る
環
境
を
創
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
、
安
心
・
安
全
な
環

境
づ
く
り
に
は
、
病
院
の
誘
致
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
茨
城
県
知
事
へ
の

要
望
等
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

病
院
の
誘
致
に
は
、
医
療
圏
に
お
け

る
病
床
数
制
限
と
い
う
大
き
な
課
題

基
幹
産
業
で
あ
る
農
・
工
・

商
業
の
振
興
を
図
り
、
ま

ち
に
活
力
と
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
・
工
・
商
業

の
振
興
を
図
り
、
ま
ち
に
活
力
と
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
に
、
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
に
新
た
に
事

務
所
を
新
設
・
増
設
し
た
場
合
、
３

年
間
固
定
資
産
税
の
課
税
を
免
除
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
産
業
活
動

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
市
長
と
し

て
市
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
も
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
し
た
、
人
々
の
ふ
れ

あ
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し

た
、
人
々
の
ふ
れ
あ
え
る
ま
ち
づ
く
り

で
す
が
、
こ
の
項
目
は
、
私
が
最
も
重

点
的
に
議
論
し
、
そ
し
て
最
も
重
点
的

に
予
算
を
配
分
し
た
項
目
で
す
。

　

子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
一
時

的
に
保
育
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

に
、
保
護
者
に
代
わ
り
乳
幼
児
を
預

か
る
一
時
保
育
事
業
と
、
子
育
て
に

関
す
る
相
談
や
交
流
お
よ
び
遊
び
の

場
と
し
て
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育

所
の
延
長
保
育
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、
土
曜
日

も
夜
７
時
ま
で
、
伊
奈
第
４
保
育
所

と
谷
和
原
第
２
保
育
所
の
２
保
育
所

に
集
約
し
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

医
療
福
祉
費
支
給
事
業
、
い
わ
ゆ

る
マ
ル
福
事
業
に
つ
い
て
は
、
対
象

者
を
小
学
校
6
年
生
ま
で
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
所
得
制
限
も
撤
廃
し

ま
す
。

　

が
ん
は
、
何
と
い
っ
て
も
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
第
一
で
す
。
健
康

増
進
課
内
に
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

掲
げ
ま
し
た
「
が
ん
対
策
室
」
を
設

け
、
が
ん
の
予
防
・
早
期
発
見
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
助
成
や
、
働
く
世
代

へ
の
大
腸
が
ん
検
診
推
進
事
業
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

　
人
財
の
育
成
と
市
民
の
明

る
さ
が
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ

く
り

　

人
財
の
育
成
と
市
民
の
明
る
さ
が

あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
小
絹
小
学
校
・
小
絹
中
学
校
で
１

名
の
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
、
今
年
度

か
ら
研
究
し
て
い
る
小
中
一
貫
教
育
を

更
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

み
ら
い
平
地
区
へ
の
小
学
校
建
設

に
つ
い
て
は
、
２
月
に
行
わ
れ
た
義

務
教
育
施
設
適
正
配
置
審
議
会
に
お

い
て
、
早
急
に
学
校
建
設
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
私
と
し
て

は
こ
の
３
月
中
に
は
結
論
を
出
し
て

ま
い
り
た
い
、と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
全
域
の
学
校
の
適
正

が
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
是

が
非
に
も
、
病
院
の
誘
致
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
出
来
得
る
限
り
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

規
模
適
正
配
置
に
つ
い
て
も
、
平
成

23
年
度
に
は
方
向
性
を
見
出
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新年度スタート！（市長施政方針＆当初予算）

みらい君家
ち

（本市） の家計簿
　つくばみらい市の23年度一般会計予算を、年収600万円（月収50万円）の

みらい君の家庭に例えて、１カ月分の家計簿を作ってみました。

【家族構成】父、母、みらい君（中学生）、兄（大学生「アパートで１人暮らし」）

【毎月の収入】
お父さんの給料（市税） 184,800円

お母さんのパート収入（使
用料・手数料など）

24,500円

貯金引き出し（繰入金） 10,400円

実家や友人からの援助（地
方交付税・国庫支出金など）

208,000円

ローン借り入れ（市債） 72,300円

収入合計 500,000円

収収  

入入

支支  

出出

家族で稼いだお金など

219,700円

生活費

371,350円

※家計簿はより分かりやすくするために１カ月分で作成しま
したが、一般会計と対比するためには、年間の収支での比較
となります。
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特別会計一般会計　歳入

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計

予
算
の
規
模
は
、
１
６
６ 

規
模
規
模

億 

７
７
５
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
と
比
較
す
る
と
10
・
８
㌫
増
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
入
　

市
税
は
、
今
年
度
か
ら

課
税
さ
せ
て
い
た
だ
く
都

市
計
画
税
や
、
穏
や
か
な
景
気
回
復

に
よ
り
市
内
企
業
の
業
績
回
復
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
前
年
度
比

８・８
㌫
増
の
61
億
3
６
８
５
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
な
お
、
都
市
計
画

税
で
は
３
億
３
２
９
１
万
５
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交

付
税
は
、
国
の
平
成
23
年
度
地
方
財

政
対
策
に
伴
い
、
24
億
８
０
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
対
前
年
度

比
で
は
３・９
㌫
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
で
は
、
合
併
特
例
債

事
業
で
あ
る
東
楢
戸
台
線
の
事
業
量

増
加
お
よ
び
生
活
保
護
費
の
増
加
な

ど
に
伴
い
、
対
前
年
度
比
40
・
０
㌫

増
と
な
る
26
億
４
０
７
３
万
１
千
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

市
債
に
お
い
て
は
、
合
併
特
例

債
事
業
の
事
業
量
が
増
加
す
る

こ
と
に
よ
り
11
・
５
㌫
増
と
な
る

24
億
３
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
ま
た
、
財
源
不
足
を
補
う
と
と

も
に
事
業
費
確
保
の
た
め
、
市
の
基

金
を
３
億
４
４
２
９
万
８
千
円
取
り

崩
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
、
一
般
職
員

の
採
用
抑
制
に
よ
る
職
員

歳
出
歳
出

    166億775万円に決まる
  

用 

語 

解 

説

▼
市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

　

い
た
だ
く
税
金
で
す
（
市
民
税
、
固

　

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
）。

▼
分
担
金
・
負
担
金
…
コ
ミ
ニ
テ
ィ
・

　

プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業
分
担
金
や
保

　

育
所
の
保
育
料
な
ど
で
す
。

▼
使
用
料
・
手
数
料
…
市
営
住
宅
の

　

使
用
料
、社
会
福
祉
施
設
使
用
料
、

　

体
育
施
設
の
使
用
料
な
ど
で
す
。

▼
そ
の
他
…
寄
附
金
、
繰
入
金
・
繰

　

越
金
、そ
の
他
の
収
入
な
ど
で
す
。

　

こ
の
繰
入
金
や
繰
越
金
と
は
、
基

　

金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し
、
前
年

　

度
か
ら
の
繰
越
金
で
す
。

▼
地
方
交
付
税
…
標
準
的
な
財
政
運

　

営
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費（
人
口
、

　

面
積
、
道
路
の
延
長
な
ど
を
基
準

　

に
算
出
）
に
基
づ
き
、
国
か
ら
交

　

付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
普
通
交
付

　

税
と
特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。

▼
国
・
県
支
出
金
…
道
路
整
備
・
教

　

育
施
設
整
備
な
ど
に
対
す
る
国
・

【
歳
入
・
自
主
財
源
】

【
歳
入
・
依
存
財
源
】

※(　)内は、対前年度増減率
会計名 予算額

国民健康保険 49億3,608万8千円

後期高齢者医療 2億8,289万7千円

介護保険 23億3,089万4千円

公共下水道事業 11億1,287万9千円

農業集落排水事業 　5億1,040万3千円

市営分譲住宅 5,263万2千円

合　計 92億2,579万3千円
歳　入
166億

755万円

依存財源 93億1,302万８千円　56.1％
国・県から交付されるお金や借入金など

市債  14.5％
24億300万円（11.5％）

市税   37％
61億3,685万円（8.8％）

分担金・負担金および使用料
・手数料  1.6％
2億7,154万7千円（▲0.1％）

その他（寄附金・繰越金など）  5.3％
8億8,632万5千円（16.5％）

地方交付税など  20.4％
33億8,320万円（0.02％）

国・県支出金  21.2％
35億2,682万8千円（27.0％）

自主財源 72億9,472万２千円　43.9％
皆さんから納めていただいた税金など
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　一般会計予算総額　　　
一般会計　歳出（性質別）

名　称名　称 金　額金　額 対前年度対前年度
増減率増減率

人件費 31億523万6千円 0.5%

物件費 23億2,495万9千円 4.8%

維持補修費 6,808万6千円 ▲0.6%

扶助費 23億8,509万1千円 28.4%

補助費等 24億6,451万円 1.0%

普通建設
事業費 29億1,900万2千円 41.1%

災害復旧
事業費 1千円 0.0%

公債費 13億5,204万1千円 2.3%

積立金 150万6千円 ▲39.1%

投資及び
出資金 1,997万4千円 ▲0.6%

貸付金 2,820万円 8.3%

繰出金 19億2,914万4千円 3.3%

予備費 1,000万円 0.0%

合計 166億775万円 10.8%

一般会計　歳出（目的別）

　
　

伊
奈
庁
舎
財
政
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
１
）

問
　

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
す
。

▼
市
債
…
地
方
公
共
団
体
（
市
）
が

　

行
う
事
業
で
、
特
に
大
き
な
事
業

　

を
実
施
す
る
場
合
な
ど
に
、
必
要

　

な
財
源
を
調
達
す
る
た
め
に
借
り

　

入
れ
る
お
金
で
す
。

▼
人
件
費
…
議
会
議
員
の
報
酬
や
職

　

員
の
給
与
な
ど
で
す
。

▼
物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
需
用
費
、

　

委
託
料
な
ど
消
費
的
性
質
の
お
金

　

で
す
。

▼
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環

　

と
し
て
、
高
齢
者
、
児
童
、
障
が

　

い
を
お
持
ち
の
方
な
ど
に
対
し
て

　

支
援
を
行
う
お
金
で
す
。

▼
補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
な

　

ど
に
行
政
上
の
目
的
か
ら
支
払
う

　

お
金
で
す
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共

　

施
設
の
新
増
設
に
必
要
と
さ
れ
る

　

お
金
で
す
。

▼
公
債
費
…
市
の
借
入
金
の
返
済
に

　

充
て
る
お
金
で
す
。

▼
貸
付
金
…
地
域
住
民
の
福
祉
増
進

　

や
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
市

　

が
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
現
金

　

の
貸
し
付
け
を
行
う
た
め
の
お
金

　

で
す
。

▼
繰
出
金
…
一
般
会
計
、特
別
会
計
、

　

基
金
と
の
間
で
、
相
互
に
資
金
運

　

用
を
す
る
た
め
の
お
金
で
す
。

【
歳
出
（
性
質
別
）】

新年度スタート！（市長施政方針＆当初予算）

数
の
減
に
伴
い
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の

０
・
５
㌫
増
の
31
億
5
２
３
万
６
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

扶
助
費
は
、
生
活
保
護
費
の
大
幅

な
増
加
な
ど
に
伴
い
、
対
前
年
度
比

28
・
４
㌫
増
の
23
億
８
５
０
９
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
前
年
度
当

初
予
算
が
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
た

め
、
新
規
事
業
を
見
合
わ
せ
て
い

た
こ
と
や
、
合
併
特
例
債
事
業
の

事
業
量
増
加
に
伴
い
41
・
１
㌫
増
の

29
億
１
９
０
０
万
２
千
円
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
は
、

国
や
県
な
ど
の
補
助
金
な
ど
が
投
入

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
国

な
ど
の
補
助
金
な
ど
を
有
効
に
活
用

し
、
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

歳　出
166億

755万円

総務費  8.9％  14億8,415万3千円（▲5.0％）
　住民票、戸籍、選挙、財産管理などに使
われます。

民生費　28.9％　
48億299万9千円（17.6％）
　高齢者、障害者、保育園児、
生活に困っている人などの福
祉向上に使われます。

教育費  11.9％
　19億7,583万1千円
（▲11.4％）学校教育、
生涯学習、文化・スポー
ツの振興などに使われ
ます。

消防費  5.1％　8億4,377万5千円（4.7％）
　火災の予防、消火などに使われます。

商工費 0.6％　1億558万6千円（▲1.7％）
　商工業の育成、観光客の誘致などに使わ
れます。

その他  1.2％   2億76万3千円（29.8％）
　議会費や予備費などに充てられます。

農林水産業費 3.3％　5億4,828万円
（13.3％）農業などの振興に使われます。

衛生費 6.6％　10億9,606万8千円
（▲3.7％）病気予防、環境保護、
ごみ処理などに使われます。

土木費  25.3％　41億9,825万4千円
（35.2％）道路や公園などの整備に使わ
れます。

公債費  8.1％　13億5,204万1千円
（2.3％）市の借入金である市債の
返済などに充てられます。
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実　施　医　療　機　関 電 話 番 号
国民健康保険加入者 後期高齢者医療保険加入者

人間ドック 脳ドック 人間ドック 脳ドック
牛久愛和総合病院（牛久市） 029‐873‐3111 ○ ○ ○ ○
霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター（阿見町） 029‐887‐4563 ○ ○ ○ ○
総合守谷第一病院（守谷市） 0297‐45‐5111 ○ ○ ○ ○
筑波学園病院（つくば市） 029‐836‐1355 ○ ○ ○ ○
筑波記念病院
《つくばトータルヘルスプラザ》（つくば市）

029‐864‐3588 ○ ○ ― ―

筑波メディカルセンター
《つくば総合健診センター》（つくば市）

029‐856‐3500 ○ ○ ○ ○

JAとりで総合医療センター（取手市）
※旧取手協同病院

0297‐74‐5551 ○ ○ ○ ○

守谷慶友病院（守谷市） 0297‐45‐3311 ○ ○ ○ ○
取手北相馬保健医療センター医師会病院（取手市）0297‐71‐9500 ○ ○ ○ ○
きぬ医師会病院（常総市） 0297‐23‐1771 ○ ○ ○ ○
つくば白亜クリニック（つくば市） 029‐837‐0208 ○ ― ○ ―
鳥越クリニック（牛久市） 029‐874‐8823 ○ ○ ― ○
かねしげ病院（取手市） 0297‐83‐7177 ○ ○ ○ ○
龍ヶ崎済生会病院（龍ヶ崎市） 0297‐63‐7111 ○ ― ○ ―
丸野医院（取手市） 0297‐74‐4199 ― ○ ― ○

 

体
の
ケ
ア
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
生
活
習
慣

病
の
予
防
な
ど
、
健
康
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
補
助
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
診
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
特
定
健
康
診
査
・
保
健

指
導
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〜
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
制
度
〜　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

・
人
間
ド
ッ
ク
＝
先
着
３
７
０
人

・
脳
ド
ッ
ク
＝
先
着
80
人

定
員

助
成
額

・
人
間
ド
ッ
ク
＝
1
万
7
千
円

・
脳
ド
ッ
ク
＝
2
万
8
千
円

対
象
者

◎
満
年
齢
40
歳
以
上
（
検
査
当
日
）

　

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
方

受
付
開
始
日
時

　

５
月
２
日
㈪
〜
（
※
土
、
日
、
祝

　

日
は
除
く
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

提
出
先

・
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

・
谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課
（
※
５
月

　

２
日
午
前
の
み
２
階
会
議
室
で
実
施
）

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
他
の
世
帯
の
申
請
書
を
預
か
り
、

　

あ
わ
せ
て
提
出
が
あ
っ
た
場
合
、

　

預
か
り
分
は
当
日
の
最
終
受
け
付

　

け
と
な
り
ま
す
。

・
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
両
方

　

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
平
成
21
・
22
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
の

　

助
成
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、脳
ド
ッ 

　

ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
け

る
方
に
つ
い
て
は
、
市
が
行
う

健
康
診
査
（
み
ら
い
健
診
）
を

受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

　

助
成
申
請
書
（
申
請
窓
口
に
備
え

付
け
）
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方

・
人
間
ド
ッ
ク
＝
先
着
50
人

・
脳
ド
ッ
ク
＝
先
着
30
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
る
方

　

  

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
７
）

問

マ
ル
福
制
度
が
小
学
校
６
年
生

　
　
　
　
　

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す

■
小
児
医
療
福
祉
制
度
（
マ
ル
福
）

　

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
マ
ル
福
制

度
が
、
10
月
１
日
か
ら
小
学
校
６
年

生
ま
で
拡
大
さ
れ
、
同
時
に
所
得
制

限
も
撤
廃
に
な
り
ま
す
。

■
外
来
自
己
負
担
金
の
助
成

　

市
で
は
外
来
に
か
か
る
６
０
０
円

以
下
の
自
己
負
担
金
に
つ
い
て
助
成

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
９
月
末

日
を
も
っ
て
外
来
自
己
負
担
金
の
助

成
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
申
請
手
続
き

　

申
請
手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
８
月
発
行
の
広
報
紙
に
掲
載
予

定
で
す
。

　

  

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
９
）

問

つつくばみらいくばみらいＮＮｅｗｓｅｗｓ！！
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20
歳
以
上
の
学
生
さ
ん
必
見
！

〜
平
成
23
年
度 

学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て
〜

国民年金

　

学
生
で
あ
っ
て
も
、
20
歳
に
な
る

と
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

納
付
が
困
難
な
学
生
の
方
に
は
、

学
生
本
人
の
所
得
（
平
成
22
年
中
）

が
基
準
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
23
年
度
（
承
認
期
間
は
平
成

23
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま

で
）
の
学
生
納
付
特
例
（
納
付
の
猶

予
）
を
希
望
す
る
学
生
の
方
は
、
年

金
手
帳
・
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）・

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
伊
奈
庁
舎

国
保
年
金
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

は
が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
の
申

請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
す
る
だ
け

で
申
請
が
可
能
で
す
。

ど
ん
な
学
校
が
対
象
な
の
？

基
準
額
と
は
？

　

学
生
本
人
の
平
成
22
年
中
の
所
得

が
、
１
１
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
な

ど
の
数
×
38
万
円
）
＋
社
会
保
険
料

控
除
等
の
合
算
以
下
で
あ
れ
ば
申
請

は
可
能
で
す
。

　

学
生
と
は
、
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど

に
通
う
方
（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や

通
信
課
程
の
方
も
含
む
）。

　

た
だ
し
、
修
業
年
限
が
１
年
未
満

や
海
外
の
学
校
な
ど
一
部
該
当
し
な

い
学
校
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

年
金
額
に
反
映
し
な
い
の
？

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
受
給

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

後
で
納
付
で
き
る
の
？

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
た
い

と
い
う
方
の
よ
う
に
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
追
納
（
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す

る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定

の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

申
請
後
は
ど
う
す
る
の
？

　

申
請
を
す
る
と
、
承
認
ま
た
は
却

下
の
結
果
通
知
が
日
本
年
金
機
構
か

ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
申
請
中
に
納
付

書
や
催
告
書
な
ど
が
送
付
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

 

・
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

・
土
浦
年
金
事
務
所　

☎
０
２
９
‐

８
２
４
‐
７
１
２
１

・
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
６
）

問

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
に
つ
い
て

〜
被
災
さ
れ
た
国
民
年
金
被
保
険
者
の
皆
様
へ
〜　

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災

に
伴
い
、
住
宅
、
家
財
、
そ
の
他
の

財
産
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
２
分
の

１
以
上
の
損
害
を
受
け
ら
れ
た
方
な

ど
は
、
ご
本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、
国
民
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除

に
な
り
ま
す
。

　

免
除
と
な
る
対
象
者
の
範
囲
の
詳

細
や
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市

国
保
年
金
課
ま
た
は
土
浦
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

免
除
の
申
請
手
続
き
は
、
平
成
23

年
７
月
末
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
保
険
料
の
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
で
、
被
災
に
よ
り
今
後
の

保
険
料
納
付
が
困
難
な
方
は
、
口
座

振
替
の
停
止
手
続
き
を
と
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や

か
に
市
国
保
年
金
課
ま
た
は
土
浦
年

金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
被
災
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
を
申
請
さ
れ
る
方
は
》

　

免
除
申
請
書
に
被
災
状
況
届
（
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
用
）
を
添

付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
記
載
さ
れ
た
書
類
は
市
国
保
年

金
課
ま
た
は
土
浦
年
金
事
務
所
ま
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
本
人
が
提
出
で
き
な
い

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

免
除
申
請
書
と
被
災
状
況
届
（
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
用
）
は
、

市
国
保
年
金
課
ま
た
は
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

 

・
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

・
土
浦
年
金
事
務
所　

☎
０
２
９
‐

８
２
４
‐
７
１
２
１

・
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
６
）

問

４
月
分
か
ら
の
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

〜
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当

　
　
　
　
　
　
　

・
障
害
児
福
祉
手
当
の
額
改
定
〜

　

平
成
23
年
度
の
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
お
よ
び
障
害

児
福
祉
手
当
の
額
が
改
定
さ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
本
年
１
月
に
公
表
さ
れ

た
「
平
成
22
年
全
国
消
費
者
物
価
指

数
」
の
実
績
値
が
対
前
年
度
比
０
・

７
％
下
落
し
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で

す
。

　

改
定
額
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

　　　手　当
22年度

（改定前）
23年度

（改定後）

特別児童扶養手当（１級）50,750円 50,550円

特別児童扶養手当（２級）33,800円 33,670円

特 別 障 害 者 手 当 26,440円 26,340円

障 害 児 福 祉 手 当 14,380円 14,330円

　　伊奈庁舎社会福祉課　☎58‐2111
　（内線1154）
問

（月額）

つつくばみらいくばみらいＮＮｅｗｓｅｗｓ！！
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あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
』

あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
』

　

市
立
保
育
所
で
は
、

「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」

   

〜
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す 

〜

　　　　　       月・活動時間

 保育所
 申込先

5　月
午前９時30分

　　   ～ 11時

6　月
午前９時30分

　　   ～ 11時

伊奈第１保育所

  山王新田1253(☎58-2422)

18日(水)

春のお散歩

15日(水)

みんなで体操

伊奈第２保育所

  小張4705(☎58-1025)

11日(水)

春のお散歩

８日（水）

体操・戸外あそび

伊奈第３保育所

  長渡呂新田715(☎58-1597)

24日(火)

春のお散歩

15日(水)

戸外あそび

伊奈第４保育所

  狸穴1072-45(☎58-6002)

11日(水)

春のお散歩

14日(火)

戸外あそび

谷和原第１保育所

  仁左衛門新田641(☎52-2100)

17日(火)

戸外あそび

14日(火)

砂あそび

谷和原第２保育所

  小絹415(☎52-4217)

24日(火)

春のお散歩

21日(火)

戸外あそび

●参加対象　出産前後の妊産婦および就学前の乳幼児とその保護者
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
育
所
の
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

活動予定（5月～ 6月）

※あそびのひろばの他に、毎日園庭開放も行っています。ぜひご利用ください。

　

ま
た
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、

子
育
て
を
考
え
、
育
児
の
悩
み
を
解

消
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
ご
利
用
に
な
り
た
い
保
育
所
に
、           

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

遊びにきてね遊びにきてね

        つくばみらい市男女共同参画都市宣言

 美しい自然に囲まれ、豊かな伝統文化を育み、発展していく

 私たちのまち、つくばみらい市

 私たちは、つくばみらい市をさらに輝きあふれるまちとするため、 

 男女がともに性別にかかわりなく、夢や希望を持って、

 ともに幸せを実感できる社会の実現に向け、

 ここに「男女共同参画都市」を宣言します。

１ 私たちは、男女が互いに人権を尊重し、個性と能力を生かして、

　 自分らしく生きることのできるまちをめざします。

１ 私たちは、男女がともに対等な構成員として、

　 社会のあらゆる分野において参画できるまちをめざします。

１ 私たちは、男女が互いに協力することにより、

　 家庭、職場、地域等における活動が両立できるまちを

　 めざします。

１ 私たちは、男女がともに互いの性を理解し、尊重することで、

　 心身ともに健康な生活を営むことができるまちをめざします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成23年３月27日

                                                       　　つくばみらい市

  

国
で
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
、
共
に
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
、
21
世
紀
の

最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

実
現
に
は
、
国
に
お
け
る
法
整
備
な

ど
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
身
近
な

地
域
社
会
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
が

進
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
平
成
22
年
８
月

に
、市
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、 　

  

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
１
）

問

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

                 

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
〜

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
姿
を
示
す
「
市
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
」
を
施
行
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
市
で
は
、
こ
の
条
例
の
施

行
に
伴
い
、
市
全
体
の
意
識
の
高
ま

り
を
図
る
た
め
、「
男

女
共
同
参
画
都
市
宣

言
」
を
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
は
、
市
が

男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
に
向
け
て
、
積

極
的
に
推
進
す
る
姿

を
、
市
内
外
に
表
明

す
る
も
の
で
す
。

　

宣
言
文
は
、
条
例

の
基
本
理
念
「
人
権

尊
重
」、「
男
女
共
同

参
画
」、「
家
庭
生
活

と
他
の
活
動
と
の
両

立
」、「
互
い
の
性
の

理
解
と
尊
重
」
を
基

に
し
、
男
女
共
同
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
強
い
思
い
を
表
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
、
市
は
、
市
議
会
の
議
決
に
基
づ
き
、
市
全
体
で

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
、「
男
女
共
同
参
画
都
市
」

と
な
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
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■
地
域
見
守
り
隊
に
登
録
後
は
何
を

す
る
の
か
？

　

登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
徘
徊
ま
た

は
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る
認
知
症
高

齢
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
際
、
市

介
護
福
祉
課
か
ら
、
登
録
さ
れ
た
方

へ
、
本
人
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

し
ま
す
。

　

メ
ー
ル
を
受
信
さ
れ
た
隊
員
の
方

は
、
ご
自
身
の
生
活
の
中
で
徘
徊
高

齢
者
の
方
を
意
識
し
て
過
ご
し
て
い

た
だ
き
、
徘
徊
を
疑
う
高
齢
者
を
見

か
け
た
場
合
、
メ
ー
ル
内
の
連
絡
先

に
発
見
の
通
報
・
連
絡
し
て
い
た
だ

く
事
で
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

積
極
的
な
捜
索
活
動
を
行
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
お

願
い
し
ま
す
。

【
対
象
者
】つ
く
ば
み
ら
い
市
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
で
メ
ー
ル
受
信
が

で
き
る
方

【
登
録
方
法
】
左
記
の
登
録
手
順
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
の
配
信
は
、
原
則 
平
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
で
す
。

※
認
知
症
に
関
す
る
研
修
や
講
話
の

情
報
も
配
信
す
る
予
定
で
す
。

■
登
録
手
順

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
入
力

フ
ォ
ー
ム
に
て
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

入
力
し
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
設
定
を
し
て
い

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
＠city.

tsukubam
irai.lg.jp

を
指
定
受
信

設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
仮
登
録
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

※
こ
こ
で
は
、
ま
だ
登
録
は
済
ん
で

い
ま
せ
ん
。

※
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、

メ
ー
ル
設
定
を
ご
確
認
の
う
え
、
３

日
お
い
て
か
ら
再
度
登
録
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
仮
登
録
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
へ
ア
ク

セ
ス
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
登

録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
「
登
録
完
了
」
の
メ
ー
ル
が
届
き

ま
し
た
ら
、
登
録
完
了
で
す
。
送
信

者
反
映
ま
で
3
日
ほ
ど
お
時
間
を
頂

い
て
い
ま
す
。

※
メ
ー
ル
着
信
時
に
発
生
す
る
パ

ケ
ッ
ト
通
話
料
や
回
線
使
用
料
な
ど

は
登
録
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
も
し
も
外
出
先
で
見
つ
け
た
ら
…

　
「
も
し
か
し
た
ら
、
メ
ー
ル
の
人

か
も
…
」
と
、
身
近
で
実
際
見
つ
け

た
ら
、
ま
ず
は
挨
拶
や
「
ど
ち
ら
ま

で
お
出
か
け
で
す
か
」
と
、
正
面
か

ら
や
さ
し
く
声
を
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
何
時
間
も
歩
い
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
座
れ
る

よ
う
な
場
所
が
あ
る
時
は
座
る
よ

う
に
。
ま
た
、
水
分
を
す
す
め
ら

れ
る
と
き
は
水
分
を
す
す
め
て
く
だ

さ
い
。
外
傷
や
体
調
が
悪
い
時
は
、

１
１
９
番
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
少
し
前
に
見
つ
け
た
ら
…

　
「
少
し
前
に
す
れ
違
っ
た
人
か
も

…
」
と
、
思
っ
た
時
は
、
何
時
ご
ろ
ど

こ
で
見
た
の
か
詳
し
く
警
察
に
教
え
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
一
言
が
、
捜
索
範
囲

を
狭
め
て
本
人
発
見
に
繋
が
り
ま
す
。

●
こ
ん
な
お
年
寄
り
を
み
か
け
た
ら

普
段
か
ら
声
か
け
を
…

　

徘
徊
を
き
っ
か
け
に
認
知
症
で
あ

る
事
を
気
づ
く
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
下
記
の
よ
う
な
人
を
見
か
け
た

ら
、
声
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
季
節
違
い
の
服
装　

・
ち
ぐ
は
ぐ
な

履
物　

・
は
だ
し　

・
寝
巻
姿　

・
持

ち
物
に
名
札
（
連
絡
先
）
が
つ
い
て
い

る　

・
夜
間
の
高
齢
者
の
一
人
歩
き

★
常
総
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
★

　

徘
徊
高
齢
者
か
判
断
が
難
し
い
場

合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
似
て
い
る

け
ど
本
人
か
判
断
が
つ
か
な
い
な

ど
、
自
信
が
な
い
場
合
で
も
気
軽
に

徘
徊
高
齢
者
ｓ
ｏ
ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

「
地
域
見
守
り
隊
」
が

　
　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

　　

地
域
の
徘
徊
高
齢
者
の
方
が
、
早
期
に
そ
し
て
安
全
に
保

護
で
き
る
よ
う
に
、
徘
徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
（
地
域
見
守
り
隊
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

徘
徊
ま
た
は
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者
が
行

方
不
明
に
な
っ
た
際
、
行
方
不
明
者
の
早
期
発
見
の
ひ
と
つ

の
対
策
と
し
て
、市
介
護
福
祉
課
か
ら
、地
域
見
守
り
隊
（
介

護
保
険
事
業
所
、地
域
住
民
・
在
勤
者
、お
店
な
ど
の
協
力
者
）

へ
、
本
人
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
情

報
が
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
や
山
中
で
お
年
寄
り

や
不
審
な
人
物
を
見
た
際
は
、
二
次

災
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

自
身
で
は
探
し
に
行
か
ず
、
ま
ず
は

警
察
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
普
段
か
ら
の
挨
拶
・
声
か
け
を
…

　

年
齢
問
わ
ず
、
普
段
の
生
活
で
、

声
か
け
を
行
う
事
は
、
行
方
不
明
に

な
る
方
を
予
防
す
る
だ
け
で
な
く
、

ま
ち
の
防
犯
に
も
繋
が
り
ま
す
。「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち

は
」「
こ
ん
ば
ん
は
」
な
ど
挨
拶
か

ら
始
ま
る
地
域
と
の
関
わ
り
を
ぜ
ひ

始
め
ま
し
ょ
う
。

　

  

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
５
）

問

QRコード

　　（徘徊のおそれのある方を介護されている方へ）
　徘徊をしていた認知症高齢者本人が発見・保護された
場合に、本人確認と家族などへの連絡が迅速に行えるよ
うに事前に登録をお願いします。
【申込者】認知症と診断された高齢者本人または、同居家
族。独居の場合は、診断された高齢者の４親等以内の親族。
【対象者】徘徊行動による行方不明となるおそれのある方
【手続き】市介護福祉課窓口にご相談ください。申請書
をお渡しします。申請には、印鑑と写真（Ｌサイズ家庭
用写真可）が必要になります。
【有効期限】申請日の翌月より２年間
【受付時間】平日午前８時30分～午後５時15分
【送信時間】地域見守り隊へのメール送信は、原則平日
午前８時30分～午後５時15分
※介護保険事業所や24時間営業のお店などＦＡＸでの
情報提供場所についてはその限りではありません。

地域見守り隊を利用するにはどうしたらいいの？
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な
ど
と
言
わ
れ
、
取
り
戻
せ
な
い
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　

ま
た
、｢

部
屋
の
中
を
勝
手
に
物
色
さ
れ
た｣

「
手
ぶ
ら
で
は
帰
れ
な
い
と
居
直
ら
れ
た｣

な

ど
、
怖
い
思
い
を
し
た
り
、
強
引
な
勧
誘
を
さ

れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
が
な
い
の
な

ら
、
家
に
は
入
れ
ず
に
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。
不
安
な
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
下
さ
い
。

くらしのＱ＆ＡくらしのＱ＆Ａ
Ｑ

Ａ

貴金属の買取り業者に注意
一人で留守番をしていたら、見知らぬ業者
がやって来て「いらない貴金属はありませ
んか。高く買取ります。」と言われましたが、
注意する事はありますか。（80代・男性）

問　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
谷
和
原
庁
舎
１
階
）　

　

☎
25
‐
３
２
８
８

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ　
　
　
　

　
　
　
　

で
き
ま
せ
ん

　
　
　
　

で
き
ま
せ
ん

　

近
頃
、金
の
相
場
が
上
が
り
、

貴
金
属
の
買
取
り
業
者
が
訪
問

買
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
市
内

か
ら
も
複
数
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
買
取
り
価
格
は

業
者
に
よ
っ
て
幅
が
あ
る
の
で
、
売
却
す
る
と

き
に
は
他
社
と
比
較
す
る
な
ど
し
て
、
納
得
し

た
上
で
取
引
き
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

業
者
が
訪
問
す
る
形
で
も
、
買
取
り
の
場
合

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。
突
然

の
訪
問
で
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
ま
ま
契
約

し
て
し
ま
い
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま

す
。
い
っ
た
ん
契
約
を
し
て
し
ま
う
と
、
や
め

た
い
と
思
っ
て
も
「
も
う
、
手
元
に
は
な
い
。」

「
あ
ぶ
に
ー
る
商
店
街
」
発
行

「
あ
ぶ
に
ー
る
商
店
街
」
発
行

PR誌

　

市
商
工
会
で
は
３
月
20
日
か
ら
、

「
元
気
な
商
店
街
創
出
事
業
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
市
内
で
が
ん
ば
る
お
店

を
Ｐ
Ｒ
し
、
お
客
様
に
ご
来
店
し
て

頂
け
れ
ば
街
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
か
ら
で
す
。
Ｐ
Ｒ
誌
「
あ
ぶ
に
ー

る
商
店
街
」
や
ラ
リ
ー
参
加
券
・
台

紙
を
持
っ
て
掲
載
店
舗
を
ご
利
用
頂

く
と
、
各
店
舗
の
特
典
が
受
け
ら
れ

る
ほ
か
、
さ
ら
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
参
加
す
る
と
市
の
特
産
品
な
ど
が

当
た
り
ま
す
。Ｐ
Ｒ
誌
は
参
加
店
舗
、

市
役
所
、
公
民
館
、
み
ら
い
平
駅
、

金
融
機
関
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

  

つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会　

☎

58
‐
１
７
０
０
、
☎
52
‐
４
３
３
１

問

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
の
た
め
、

国
が
行
う
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整

備
補
助
に
対
応
し
、
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
者
に
補
助
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
補
助
対
象

○
次
の
区
域
以
外
の
地
域

・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域

・
農
業
集
落
排
水
事
業
整
備
区
域

・
コ
ミ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
事
業
整
備

　

区
域

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

■
補
助
金
額

▼
通
常
型
浄
化
槽

○
5
人
槽
・
・
・
29
万
4
千
円

○
7
人
槽
・
・
・
34
万
2
千
円

○
10
人
槽
・
・
・
45
万
9
千
円

▼
高
度
処
理
型
合
併
浄
化
槽

　

  

下
水
道
課　

☎
52
‐
３
９
３
９

問

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の

　
　
　
　
　
　
　

助
成
に
つ
い
て

Ｎ
型
（
窒
素
ま
た
は
り
ん
除
去
能
力

を
有
す
る
高
度
処
理
型
）

○
5
人
槽
・
・
・
66
万
4
千
円

○
7
人
槽
・
・
・
70
万
2
千
円

○
10
人
槽
・
・
・
75
万
2
千
円

▼
高
度
処
理
型
合
併
浄
化
槽

Ｎ
Ｐ
型
（
窒
素
お
よ
び
り
ん
除
去
能

力
を
有
す
る
高
度
処
理
型
）

○
5
人
槽
・
・
・
87
万
6
千
円

○
7
人
槽
・
・
・
1
２
１
万
9
千
円

※
市
が
指
定
す
る
牛
久
沼
流
域
に
つ

い
て
は
、
Ｎ
型
・
Ｎ
Ｐ
型
い
ず
れ
か
と

し
、
そ
の
他
の
補
助
対
象
地
域
に
つ
い

て
は
、
通
常
型
の
補
助
と
し
ま
す
。

■
受
付
期
限
（
平
成
23
年
度
工
事
完

了
の
も
の
に
限
る
）

　

11
月
30
日
㈬
ま
で

【
利
用
者
の
特
典
情
報
】

①
Ｐ
Ｒ
誌
「
あ
ぶ
に
ー
る
商
店
街
」

を
持
参
ま
た
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

券
を
持
参
し
、
買
い
物
や
飲
食
を
さ

れ
た
方
は
、
各
店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

②
利
用
し
た
お
店
の
ス
タ
ン
プ
を
3

種
類
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ペ
ア
チ

ケ
ッ
ト
、市
特
産
品
が
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
応
募
者
の
中
か
ら

再
抽
選
し
、
大
型
液
晶
テ
レ
ビ
が
当

た
る
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
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実施日 会場（伊奈地区） 時　　　間

５月
10日㈫

豊体中宿公民館

午　

前

９時～９時20分
青古新田公民館 ９時30分～９時50分
青木住宅自治会館 10時～ 10時20分
狸渕公民館 10時30分～ 10時40分
弥柳第２公民館 10時50分～ 11時
山谷公民館 11時10分～ 11時20分
上平柳公民館 11時30分～ 11時50分
中平柳公民館

午　

後

１時10分～１時25分
下平柳公民館 １時35分～１時50分
山王新田赤羽倉庫脇 ２時～２時20分
山王新田本田機場
（第一保育所） ２時30分～２時40分

伊丹消防機具置場 ２時50分～３時10分

５月
11日㈬

城中消防機具置場

午　

前

９時～９時15分
東小学校（校庭側） ９時25分～９時35分
足高公民館 ９時45分～９時55分
根柄公民館 10時05分～ 10時15分
戸茂公民館 10時25分～ 10時35分
久保公民館 10時45分～ 10時55分
上島公民館 11時05分～ 11時20分
すみれ幼稚園裏口 11時30分～ 11時50分
JA伊奈中央支店
（いきいきセンター） 午　

後

１時15分～１時45分

ふれあい公園駐車場 １時55分～２時15分
上谷井田公民館 ２時25分～２時45分

５月
12日㈭

高岡公民館

午　

前

９時～９時15分
狸穴住宅自治会館 ９時25分～９時45分
狸穴公民館 ９時55分～ 10時05分
大和田ごみ集積所 10時15分～ 10時25分
野堀消防機具置場 10時35分～ 10時45分
神生公民館 10時55分～ 11時10分
平和台住宅公民館 11時20分～ 11時40分
わかくさ幼稚園駐車場 午　

後

１時15分～１時35分
板橋不動院 １時45分～２時15分
関場・五反田公民館 ２時25分～２時45分

狂犬病予防
　集合注射のお知らせ

登録もできます！登録もできます！
　犬を飼ったら、狂犬病予防法に基づき、市町村
への登録と年１回の狂犬病予防注射が必要です。
　市では、23年度の狂犬病予防の集合注射を行い
ます（※雨天決行）。どの会場でも受けることが
できますので、忘れずに受けましょう。

●手数料●手数料（１匹あたり）（１匹あたり）・・
新規登録と予防注射新規登録と予防注射
　　　　　　　　５, ３００円５, ３００円
・・予防注射のみ予防注射のみ
      （登録済みの場合）      （登録済みの場合）
　　　　　　　　３, ３００円３, ３００円

※手数料の内訳
　・登録手数料
                     …２, ０００円
　・注射手数料
                     …２, ９００円
　・注射済票交付手数料
                     …４００円

◆今回登録された犬は、今後登録の必要はありません。
◆会場によっては混雑が予想されます。スムーズな登録が
　できるよう、釣り銭の出ないようご協力ください。
◆市から郵送されたはがきは、必要事項を記入してお持ち  
　ください（問診票の欄は、必ずご記入ください）。
◆登録した犬が亡くなった場合は、生活環境課へご連絡く
　ださい。
◆集合注射を受けられない場合は、最寄りの動物病院で受
　けてください。この場合、料金が異なることがあります。

　谷和原庁舎生活環境課　☎58-2111（内線8137）問

実施日 会場（伊奈地区） 時　　　間

５月
13日㈮

勘兵衛新田5期広場

午　

前

９時～９時20分
勘兵衛新田児童公園 ９時30分～ 10 時
元勘兵衛新田自治会館 10時10分～ 10時40分
高波公民館 10時50分～ 11時10分
愛宕住宅バス停裏 11時20分～ 11時30分
愛宕公民館 11時40分～ 11時50分
小張上・中宿公民館

午　

後

１時15分～１時35分
みらい平駅自転車駐輪場
（南側） １時40分～２時

谷口公民館 ２時10分～２時20分
芦戸公民館 ２時30分～２時40分
農協新町倉庫 ２時50分～３時

犬・猫による危害・被害を防止しましょう！
～あなたの犬・猫がご近所から好かれるために～

①
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
散
歩
の
時
も
引
き
綱
、
鎖
は
必
ず

　

付
け
ま
し
ょ
う
。

②
排
泄
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
散
歩
中
「
ふ
ん
」
を
し
た
と
き
は
、

　

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

・
猫
は
室
内
で
飼
う
よ
う
に
努
め
、

　

自
宅
敷
地
外
で
排
泄
を
し
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
む
だ
吠
え
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　

ょ
う
。

・
け
い
留
さ
れ
て
い
る
犬
の
行
動
範

　

囲
が
道
路
ま
た
は
通
路
に
接
し
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

を
と
り
、
信
頼
関
係
を
築
き
ま
し

　

ょ
う
。

④
犬
・
猫
を
す
て
な
い
で
！

・
子
犬
・
子
猫
は
、
飼
っ
て
い
た
だ

　

け
る
方
が
必
ず
見
つ
か
る
と
は
限

　

り
ま
せ
ん
。

・
飼
い
主
の
責
任
で
、
不
妊
・
去
勢

　

手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
犬
・
猫
に
エ
サ
だ
け
与
え
て
い
る

　

人
へ
！

・
飼
う
な
ら
責
任
を
持
っ
て
、
他
の

　

人
へ
の
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

　

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
無
責
任
な
飼
い
方
は
、
み
だ
り
に

　

繁
殖
さ
せ
、
犬
・
猫
を
不
幸
に
し

　

て
し
ま
い
ま
す
。
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９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月
納付月

種別

第２期
８／ 1

第１期
5／ 2

固定資産税

全　期
５／ 31

軽自動車税

第３期
９／ 30

第２期
８／ 31

第１期
８／ 1

国 民 健 康
保     険   税    

第２期
８／ 31

第１期
６／ 30

市 県 民 税

第３期
９／ 30

第２期
８／ 31

第１期
８／ 1

普通
徴収 後期高齢

者  医  療
保  険  料８／ 15 ６／ 15 ４／ 15 特別

徴収

第３期
８／ 31

第２期
６／ 30

第１期
5／ 2

普通
徴収 

介護保険料

８／ 15 ６／ 15 ４／ 15 特別
徴収

９／ 30 ８／ 31 ８／ 1 ６／ 30 ５／ 31 5 ／ 2 保 　 育 　 料
 （毎   月）

９／ 30 ８／ 31 ８／ 1 ６／ 30 ５／ 31 5 ／ 2 児 童 ク ラ ブ
           （毎   月）

７月使用分
９／ 30

６月使用分
８／ 31

５月使用分
８／ 1

４月使用分
６／ 30

３月使用分
５／ 31

２月使用分
5／ 2

上下水道料
※取手下水道除く

第２期
８／ 31

第１期
６／ 30

下水道受益者負担金

９／ 30 ８／ 31 ８／ 1 ６／ 30 ５／ 31 5 ／ 2 住 宅 使 用 料
 （毎   月）

９／ 30 ８／ 31 ８／ 1 ６／ 30 ５／ 31 5 ／ 2 地       　　代
 （毎   月）

６月分
９／ 30

５月分
８／ 31

４月分
８／ 1

３月分
６／ 30

２月分
５／ 31

１月分
5／ 2

下水道
使用料 取手地方

広域下水
道組合第２期

８／ 31
第１期
５／ 31

下水道
受益者
負担金

【上半期】（４月～９月）

平
成
23
年
度
市
税
な
ど
の
納
期
月
お
よ
び
納
期
限
一
覧
表

保存版
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◆
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
◆

　

市
税
な
ど
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
口
座

の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
残
高
不
足
に
よ
り
引
き
落
と
し
が
で
き
な
い
場

合
は
、口
座
振
替
で
は
な
く
納
税
者
本
人
が
直
接
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

残
高
不
足
解
消
後
に
つ
い
て
も
、
再
引
き
落
と
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
納
付
は
納
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
◆

　

市
税
な
ど
は
、
決
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
催
告
な
ど
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
や
金
融
機
関
の
窓
口
で
納
め
る
ほ
か
、
次
の
よ

う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

◎
口
座
振
替
で
ら
く
ら
く
！

　

一
度
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
指
定
の
口
座
か
ら
毎
回
自
動
的
に
引

き
落
と
し
ま
す
。「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便

局
窓
口
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
で
い
つ
で
も
！
（
市
税
・
上
下
水
道
料
金
）

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
い
つ
で
も
納
税
で
き
ま
す
。た
だ
し
、市
税
に
つ
い
て
は
、

納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
お
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

３月 ２月
平成24年
１月 12月 11月 10月

第４期
２／ 29

第３期
12／ 26

第８期
２／ 29

第７期
１／ 31

第６期
12／ 26

第５期
11／ 30

第４期
10／ 31

第４期
１／ 31

第３期
10／ 31

第８期
２／ 29

第７期
１／ 31

第６期
12／ 26

第５期
11／ 30

第４期
10／ 31

２／ 15 12 ／ 15 10 ／ 14

第６期
２／ 29

第５期
12／ 26

第４期
10／ 31

２／ 15 12 ／ 15 10 ／ 14

4 ／ 2 ２／ 29 １／ 31 12 ／ 26 11 ／ 30 10 ／ 31

4 ／ 2 ２／ 29 １／ 31 12 ／ 26 11 ／ 30 10 ／ 31

１月使用分
4／ 2

12月使用分
２／ 29

11月使用分
１／ 31

10月使用分
12／ 29

９月使用分
11／ 30

８月使用分
10／ 31

第４期
２／ 29

第３期
11／ 30

4 ／ 2 ２／ 29 １／ 31 12 ／ 29 11 ／ 30 10 ／ 31

4 ／ 2 ２／ 29 １／ 31 12 ／ 29 11 ／ 30 10 ／ 31

12月分
4／ 2

11月分
２／ 29

10月分
１／ 31

９月分
1／ 4

８月分
11／ 30

７月分
10／ 31

第４期
２／ 29

第３期
11／ 30

【下半期】（10月～平成24年３月）

保存版
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市市内内の出の出来来事事
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に

〜
市
内
の
各
所
で
修
了
式
・
卒
業
式
〜

学
校
給
食
配
送
車
に

　
　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
絵
を

　

市
で
は
、

４
月
か
ら
新

し
く
し
た
学

校
給
食
配

送
車
の
ボ

デ
ィ
ー
に
、

各
小
学
校
か

ら
募
集
し
、

選
考
さ
れ
た

40
人
の
給
食

ポ
ス
タ
ー
を

貼
り
付
け
、

配
送
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
配
送
車
の
ポ
ス
タ
ー
を

描
い
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

■
小
張
小
学
校
…
飯い

い
じ
ま島

大だ
い
き貴

さ
ん

（
１
年
）、
岡お

か
も
と本

学が
く
と士

さ
ん
（
同
）、

中な
か
む
ら村

浩ひ
ろ
き起

さ
ん
（
同
）、
大お

お
や
ま山

雪ゆ
き
と斗

さ
ん
（
同
）、初は

つ
み見

知ち

か佳
さ
ん
（
同
）、

宮み
や
ぎ城

青あ
お
ぞ
ら空

さ
ん
（
３
年
）、
重し

げ
な
が永

舞ま
い
か香

さ
ん
（
６
年
）、
吉よ

し
だ田

有ゆ

き希
さ

ん
（
同
）
■
谷
井
田
小
学
校
…
木き

む
ら村

瑞み
ず
ほ穂

さ
ん
（
１
年
）、
小こ

じ
ま島

美み
ひ
ろ潤

さ

ん
（
４
年
）、
吉よ

し
だ田

匠た
く
みさ

ん
（
６
年
）

■
豊
小
学
校
…
木き

ざ
わ澤

優ゆ
う
か花

さ
ん
（
５

年
）、
成な

り
た田

優ゆ
う
な菜

さ
ん
（
同
）
■
三

島
小
学
校
…
坂さ

か
も
と本

美み

う羽
さ
ん
（
３

年
）、
峰み

ね

風ふ
う
か花

さ
ん
（
同
）、
佐さ

と
う藤

大ひ
ろ
と翔

さ
ん
（
４
年
）、
福ふ

く
し
ま島

麻ま

い衣
さ

ん
（
同
）、織お

り
や屋

里り

か

こ
佳
子
さ
ん
（
５
年
）

■
板
橋
小
学
校
…
石い

し
じ
ま島

美み

な

み

奈
海
さ

ん
（
2
年
）、
岩い

わ
せ瀬

惠け
い
と人

さ
ん
（
３

年
）、
長な

が
お
か岡

直な
お
き希

さ
ん
（
同
）、
堀ほ

り
か
わ川

未み

く来
さ
ん
（
同
）、
八ほ

ぞ

み

月
朔
日
雄ゆ

う
き樹

さ
ん
（
同
）、斉さ

い
と
う藤

海み
お
ん音

さ
ん
（
同
）、

石い
し
が
き垣

來く
る
み見

さ
ん
（
4
年
）、
木き

む
ら村

夏か

ほ星
さ
ん（
同
）、山や

ま
も
と本

碧あ
お
いさ

ん（
同
）、

冨と
み
や
ま山

真ま

き希
さ
ん
（
同
）、
吉よ

し
だ田

隼し
ゅ
んさ

ん
（
同
）、
下し

も
だ田

雪ゆ
き
は葉

さ
ん
（
６
年
）

■
東
小
…
中な

か
や
ま山

起た
つ
き希

さ
ん
（
１
年
）、

曽そ

が我
尾お

せ

な
星
那
さ
ん
（
２
年
）
■
福
岡

小
学
校
…
飯い

い
ず
み泉

翼つ
ば
ささ

ん
（
１
年
）、

中な
か
じ
ま島

萌も

も

こ
々
子
さ
ん
（
４
年
）
■
十
和

小
学
校
…
磯い

そ
べ部

凪な
ぎ
さ沙

さ
ん
（
５
年
）、

入い
り
え江

彩あ
や
な奈

さ
ん
（
同
）
■
谷
原
小
学

校
…
福ふ

く
だ田

沙さ

や

か

也
加
さ
ん
（
３
年
）、

豊と
よ
し
ま島

礼あ
や
な菜

さ
ん
（
同
）
■
小
絹
小
学

校
…
鈴す

ず
き木

陽よ
う

さ
ん
（
１
年
）、
岩い

わ
さ佐

優ゆ

か花
さ
ん
（
５
年
）

※
学
年
は
選
考
時
点
で
す
。

世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

〜
谷
和
原
中
で
福
祉
活
動
〜

　

谷
和
原
中
学
校（
高た

か
は
し橋

秀ひ
で
み
つ光

校
長
）

で
は
、
３
年
間
に
わ
た
り
集
め
た
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
へ

送
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
て
集
め
、
再
資
源

化
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
、

キ
ャ
ッ
プ
の
再
資
源
化
で
得
た
売
却

益
を
も
っ
て
発
展
途
上
国
の
子
ど
も

た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
送
る
も
の
で

す
。
谷
和
原
中
学
校
で
は
、
約
６
万

個
を
集
め
75
人
分
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
年
間
福
祉
委
員
を
務
め
た
、

直な
お
い井

達た
つ
や也

さ
ん
、
猪い

の
せ瀬

悠ゆ
う
き樹

さ
ん
、

海え
び
は
ら

老
原
彩あ

や
か香

さ
ん
た
ち
は
、「
自
分
た

ち
が
現
地
に
行
っ
て
助
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
こ
の
活
動
を
す
る
こ

と
で
、
一
つ
で
も
多
く
の
命
を
助
け

ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
。
一
人
の
命
の

重
さ
・
大
切
さ
が
分
か
っ
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
土つ

ち
や屋

千ち

え

こ
恵
子
先
生
は
「
子
ど
も
た
ち
の
意

識
が
変
わ
っ
た
。
福
祉
に
対
す
る
気

持
ち
、
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

福祉委員の皆さんと集められたキャップ

　

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。
市

内
の
各
所
で
は
修
了
式
、
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
こ
れ
ま
で

過
ご
し
た
学
び
舎
を
巣
立
ち
、
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
に
は
谷
和
原
幼
稚
園

（
石い

し
つ
か塚

眞ま
さ
の
り典

園
長
）
で
修
了
式
が
行

わ
れ
、
48
人
が
幼
稚
園
か
ら
小
学
校

へ
と
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
石
塚
園
長
か
ら
修

了
証
を
受
け
取
る
と
、
保
護
者
の
方

に
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉

を
掛
け
、修
了
証
を
手
渡
し
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
し
た
姿
を
目
の
前
に
し
、
胸
を
詰

ま
ら
せ
、
ハ
ン
カ
チ
で
涙
を
ぬ
ぐ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
に
行
わ
れ
た
福
岡
小
学

校
（
酒さ

か
い井

政ま
さ
ひ
こ彦

校
長
※
当
時
）
の
卒

業
式
で
は
、
卒
業
生
24
人
が
保
護
者

や
在
校
生
が
見
守
る
中
、
緊
張
し
た

表
情
で
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
た
ち
は
、
酒
井
校
長
か
ら

卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ
た
後
、「
こ
の

6
年
間
で
助
け
合
い
の
大
切
さ
・
努

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
」
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
小
学
校

生
活
で
の
思
い
出
や
こ
れ
か
ら
の
目

標
を
述
べ
ま
し
た
。

▷
修
了
証
を
受
け
取
る
園
児
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市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

〜
小
絹
ミ
ニ
バ
ス
が
準
優
勝
〜

　

市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人

大
会
が
、
3
月
５
日
、
６
日
の
2
日

間
に
わ
た
り
常
総
運
動
公
園
体
育
館

お
よ
び
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

で
、
男
女
と
も
に
24
チ
ー
ム
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
男
子
】

　

優　

勝　

土
浦
ミ
ニ
バ
ス

　

準
優
勝　

高
津
ミ
ニ
バ
ス

　

第
３
位　

大
野
ミ
ニ
バ
ス

　
　
　
　
　

石
下
ミ
ニ
バ
ス

【
女
子
】

　

優　

勝　

並
木
ミ
ニ
バ
ス

　

準
優
勝　

小
絹
ミ
ニ
バ
ス

萬
羽
さ
ん
県
知
事
賞
入
選

〜
下
水
道
コ
ン
ク
ー
ル
〜

　

下
水
道
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
平
成
22
年
度

茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
表
彰
式
が
2
月
21
日
、
茨
城

県
庁
で
行
わ
れ
、
新
聞
部
門
で
、
谷

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
功
労
者
表
彰

食
生
活
改
善
推
進
員
冨
田
氏
、
杉
尾
氏
が
受
賞

　

平
成
22
年
度
県
民
健
康
づ
く
り
表

彰
式
が
２
月
23
日
、
茨
城
県
庁
で
行
わ

れ
、
冨と

み
た田

由ゆ

み美
氏
（
東
栗
山
）
が
知
事

賞
を
、
杉す

ぎ
お尾

泰た
い
こ子

氏
（
神
生
）
が
保
健

福
祉
部
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
両

氏
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
地

米
粉
で
ク
ッ
キ
ン
グ

〜
か
ん
た
ん
！
お
や
つ
を
作
っ
て
み
よ
う
！
〜

　

今
、
話
題
の
米
粉
を
使
っ
て
「
か

ん
た
ん
！
お
や
つ
を
作
っ
て
み
よ

う
！
」
講
座
が
３
月
10
日
、
谷
和
原

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
参
加
者
15
人
と
講
師
の
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
米
粉
シ
ス
タ
ー
ズ

（
鈴す

ず
き木

、
坂さ

か
も
と本

、
大お

お
く
ぼ

久
保
）
の
方
々

で
、
米
粉
の
特
徴
を
確
認
し
、
シ
ョ

コ
ラ
ケ
ー
キ
、
人
参
や
ほ
う
れ
ん
草

の
蒸
し
ケ
ー
キ
、
り
ん
ご
の
ケ
ー
キ

な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
の
よ
う
な
講

座
は
、
こ
れ
か
ら
も
開
催
し
て
ほ
し

い
」「
楽
し
か
っ
た
」
と
た
く
さ
ん

の
声
が
聞
け
ま
し
た
。

　

谷
和
原
公
民
館
で
は
、
今
後
も
生

活
に
密
着
し
た
楽
し
い
講
座
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

（
22
〜
25
ペ
ー
ジ
に
、
前
期
公
民
館

講
座
の
募
集
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

第
３
位　

緑
岡
ミ
ニ
バ
ス

　
　
　
　
　

大
岩
田
ミ
ニ
バ
ス

準優勝した小絹ミニバスの皆さん

県知事賞入選を受賞した萬羽さん

楽しく「おやつ作り」をする参加者の皆さん

域
に
お
い
て
献
身
的
な
活
動
を
続
け
た

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

冨
田
氏
は
昭
和
55
年
に
、
杉
尾
氏

は
昭
和
63
年
に
旧
伊
奈
村
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
に
入
会
さ
れ
て
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、永
き
に
わ
た
り
、

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
推
進
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

井
田
小
6
年
（
当
時
）
の
萬ば

ん
ば羽

赳た
け
ま
さ正

さ
ん
の
作
品
が
知
事
賞
に
入
選
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、（
社
）
日
本
下
水
道
協
会
主

催
の
第
50
回
下
水
道
の
日
「
下
水
道

い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」
新
聞
部
門

で
も
、
小
学
生
の
部
に
お
い
て
入
選

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

く
ら
し
に
役
立
つ
「
わ
が
街
辞
典
」
発
行

　

行
政
情
報
や
市
民
生
活
に
役
立
つ

情
報
を
掲
載
し
た
「
つ
く
ば
み
ら
い

市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
〜
わ
が
街
辞
典

〜
」
が
、
3
月
17
日
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
費
用

は
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
広
告
収
入
を

も
っ
て
充
て
る
た
め
、
市
の
負
担
は
ゼ

ロ
、
経
費
削
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
社
か
ら
は
、
今
回
の
震

災
に
伴
い
、
義
援
金
10
万
円
を
市
に

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▷
感
謝
状
が
送
ら
れ
た
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
村
田
代
表
取
締
役
社
長
と
片
庭
市
長

功労者表彰を受けた冨田さん（左）と
杉尾さん（右）



22

　

自
分
の
趣
味
を
見
つ
け
た
い
、
芸
術
や
文
化
に
触
れ
て

み
た
い
、一
緒
に
学
習
で
き
る
仲
間
が
欲
し
い
。
市
で
は
、

学
ぶ
気
持
ち
を
持
つ
方
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
情
報
や
学
習
・
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
が
充
実
。
頭

も
身
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

平
成
23
年
度
も
多
種
多
様
な
講
座
を
ご
用
意
し
ま
し
た

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
21
日
㈭
〜
５
月
14
日
㈯

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

受
付
期
間

◎
谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課

（
〒
３
０
０
‐
２
４
９
２
加
藤

２
３
７
）　

月
〜
金
曜
日
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
２
１
５
）

◎
伊
奈
公
民
館
（
〒
３
０
０
‐

２
３
９
５
福
田
１
９
５
）　

火
〜
日

曜
日　

☎
58
‐
５
０
８
１

◎
谷
和
原
公
民
館
（
〒
３
０
０
‐

２
４
２
２
古
川
１
０
２
５
） 

火
〜
日

曜
日　

☎
52
‐
２
１
４
１

受
付
場
所

受
講
対
象

　　

原
則
、
市
内
に
在
住
・

　

在
勤
・
在
学
の
方

申
し
込
み
方
法

①
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

②
申
し
込
み
の
不
備
に
よ
る
責
任
は

負
い
か
ね
ま
す
。

③
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
受
講
者

を
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。（
抽
選
は
、

５
月
19
日
㈭
午
前
10
時
に
谷
和
原
庁

舎
２
階
会
議
室
で
行
い
ま
す
）

④
抽
選
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
申

し
込
み
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
は
が

き
に
て
通
知
し
ま
す
。

⑤
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
講
座

を
開
設
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑥
諸
事
情
に
よ
り
講
座
内
容
・
開
催

日
時
・
場
所
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

⑦
開
催
場
所
へ
は
各
自
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

講座受付場所の住所
（住所は上記のとおり）
つくばみらい市○○○○
　　○○○公民館
　　　または、　　行
　　生涯学習課

《往信：表》 《返信：裏》

何も記入しないでください。

（往信）

－

申し込む方の
郵便番号
住所
氏名

《返信：表》 《往信：裏》

希望する講座名
（はがき１枚につき１人
　１講座）
氏名（ふりがな）
性別・年齢
郵便番号・住所
電話番号

（返信）

－

平成23年度平成23年度
前期前期

生
涯
学
習
・

生
涯
学
習
・

　

公
民
館
講
座
募
集

　

公
民
館
講
座
募
集

①
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
…
下
記
の
例
に
よ
り

記
入
し
て
、
郵
便
往
復

は
が
き
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
は
が
き
１

枚
に
つ
き
１
人
１
講

座
）

※
５
月
14
日
㈯
必
着

②
窓
口
で
の
申
し
込
み
…
申
込
者
の

宛
名
を
記
入
し
た
郵
便
は
が
き
を
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
便
は
が
き
代

50
円
を
添
え
て
受
付
場
所
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
受
付

場
所
に
あ
り
ま
す
。（
は
が
き
１
枚
に

つ
き
１
人
１
講
座
）

往復はがきの記入例

講 座 名 わくわくチャレンジ講座（前期） 対　　象 小学１年生～中学３年生

開催日時 ６月11日㈯・18日㈯、７月９日㈯、８月５日㈮・26日㈮【全７回】　　　
午前９時30分～ 11時30分　他

開催場所 谷和原公民館　他
費　　用 教材費など

内　　容

異年齢の集団で体験活動を行い、自主性・協調性・忍耐力を高め、互いに助け合う心・思いやる心を育てるこ
とを主な目的としています。（内容：①パンを作ろう②ガラス彫刻に挑戦③④勾

まがたま

玉を作ろう（午前の部）（午後の部）
⑤⑥おもしろ理科先生の実験（低学年の部）（高学年の部）⑦エコバックを作ろう※後日、学校に募集案内を配
布した際にお申し込みください。なお、市外の学校に通学している方は生涯学習課までお問い合わせください。

生涯学習課講座

ご注意ください

。

講 座 名 子育てほっとスマイル 定　　員 親（保育者）子15組

開催日時
６月21日・28日、７月５日・12日・19日（各火曜日）【全５回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷井田コミュニティセンター
費　　用 2,000円（材料費他）

内　　容
子どもと過ごす時間をもっと楽しく豊かにしてみませんか。①、⑤回のみ親子一緒、それ以外は分かれての活
動となります。６月21日現在満２歳から未就園の子とその保育者が対象です。
①親子で手遊び･工作など  ②子育て座談会  ③ビーズアクセサリー作り  ④ストレッチ体操  ⑤親子でリトミック



講 座 名 プリマダムになろう！ 定　　員 15人

開催日時 ６月16日・23日、７月７日・14日・21日（各木曜日）【全5回】
午前10時30分～正午

開催場所 小絹コミュニティセンター
費　　用 2,300円（バレエシューズ代）

内　　容

心地よい音楽の中で体を動かし、憧れだった夢を叶えてみませんか。ストレス解消にもなります！ストレッチ
から始め、クラッシックバレエのメソッド（基礎）を用い、若い方からご年配の方まで無理なく気軽に楽しめ
る内容です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：松

まつもと

本　道
み ち え

江
※バレエシューズをお持ちの方は費用はかかりません。
※託児希望の方は、お子さんのお名前（ふりがな）・性別・生年月日を併せてご記入ください。

講 座 名 プランターで作る夏野菜 定　　員 20人

開催日時
５月31日、６月14日、７月12日（各火曜日）【全３回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 伊奈公民館
費　　用 1,600円（材料費）

内　　容
野菜を作りたいけど、場所がない。場所はあるけど作り方がわからない。そんな初心者の方対象の講座です。
農作物を作ることの楽しみ、苦労を味わいながら、一緒に収穫の喜びを感じてみませんか。ナス・葉もの野菜
を作ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：つくば地

ちいきのうぎょうかいりょうふきゅう

域農業改良普及センター職
しょくいん

員

講 座 名 かごバックを作ろう 定　　員 15人

開催日時
６月１日・８日・22日・29日、７月６日（各水曜日）【全５回】
午前９時30分～ 11時30分

開催場所 伊奈公民館
費　　用 4,000円（材料費）

内　　容
夏にむけて、すてきな籐のバックを作ってみませんか。初心者の方にも作りやすいよう柔らかな素材を用いて
いるので、安心してご参加いただけます。リボンやレースを使って自分好みのバックにアレンジしてみましょう。
※伊奈公民館に見本を展示しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：高

た か ひ

樋　紀
の り こ

子

講 座 名 食と運動で健康ダイエット！ 定　　員 15人

開催日時
７月６日㈬・11日㈪・27日㈬、８月１日㈪【全４回】
午前９時30分～ 11時30分　他

開催場所 伊奈公民館
費　　用 1,500円（材料費）

内　　容
５００㌔カロリーの食事と適度な運動。日頃の生活を見直す良い機会です。夏にむけて、健康的にダイエット
してみませんか。※１・３回目が運動、２・４回が調理実習です。 　　　　　　　　　　　  講師：大

おおやま

山　恵
け い こ

子

講 座 名 スポーツ吹矢を楽しもう！ 定　　員 15人

開催日時
６月７日・21日、７月５日・19日、８月２日（各火曜日）【全５回】
午前10時～正午

開催場所 伊奈公民館
費　　用 1,000円（材料費）

内　　容
スポーツ吹矢は、円形の的を目がけて矢を飛ばすスポーツです。独特の胸式・腹式呼吸により精神集中や血行
促進などに良い効果がみられます。矢が命中したときの爽快感は、ストレス解消に最適です！ゲーム感覚で楽
しみながら腹筋を鍛えてみませんか。※吹矢は貸し出します。　　　　　　　　　　　　　 講師：清

し み ず

水　たみ

生涯学習課講座

伊奈公民館講座

講 座 名 リラクゼーションヨガ 定　　員 20人

開催日時 ６月17日・24日、７月１日・８日・15日（各金曜日）【全5回】
午後１時30分～３時30分

開催場所 伊奈公民館
費　　用 500円（参加費）

内　　容
呼吸のリズムに合わせていろいろなヨガのポーズを行います。筋肉や内臓に心地よく刺激を与えるので、肩・
首の凝り、腰痛・便秘などを解消させ、元気な体作りに効果があります。日々の生活を楽にしながら、ストレ
スを解消してみませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：藤

ふ じ た

田　洋
よ う こ

子

講 座 名 おうちでパンを作ろう！ 定　　員 15人

開催日時
６月23日、７月７日（各木曜日）【全２回】
午前10時～午後１時30分

開催場所 谷井田コミュニティセンター
費　　用 1,600円（材料費）

内　　容 手作りのもので食卓を飾ってみませんか。パンを焼く香りを楽しみながら、焼きたてを味わいましょう。出来たて
のパンを口にできるのも手作りならではです。パンの他にサラダやポタージュも作ります。　　講師：風

か ざ み

見　雅
ま さ え

江

講 座 名 今昔　つくばみらい市 定　　員 15人

開催日時
６月30日、７月７日・14日・21日（各木曜日）【全４回】
午前９時30分～ 11時30分

開催場所 伊奈公民館
費　　用 無　料

内　　容
つくばみらい市の歴史を学んでみませんか。治水・利水工事を行い新田開発に尽力した伊奈半十郎、世界地図
にその名を残す測量家・間宮林蔵。彼らは郷土の歩みにとって欠かすことのできない人たちです。郷土の歴史
を学びながら、彼らの世界に触れてみませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：山

やまなか

中　光
み つ え

江



伊奈公民館講座
講 座 名 移動学習　とことん緑茶　手もみ茶に挑戦！ 定　　員 20人

開催日時 ６月２日（木曜日）
午前８時30分～午後３時（予定）

集合場所 伊奈公民館
費　　用 1,600円（体験費）

内　　容 新茶のおいしい季節です。自分でお茶の葉を手もみし、新茶作りを体験してみませんか。自分で作ったお茶は
持ち帰れるので、その味をご自宅でゆっくりご賞味ください。当日は、お弁当をご持参ください。

講 座 名 移動学習　日本の原風景を求めて－横浜三溪園－ 定　　員 30人

開催日時
６月９日（木曜日）
午前８時～午後５時30分（予定）

集合場所 伊奈公民館
費　　用 5,000円（昼食代含）

内　　容
国内でも有数の広さと美しさを誇る日本庭園「三溪園」。生糸貿易により財を成した実業家、原三溪によって造営
されました。園内には、京都や鎌倉から移築された歴史的に価値の高い建造物が巧みに配置されています。四季折々
の花々が咲き乱れる「三溪園」を訪れてみませんか。その他、横浜みなと博物館・帆船日本丸などを見学します。

講 座 名 トマト　で　トマト 定　　員 16人

開催日時
６月15日（水曜日）
午前10時～正午

開催場所 谷和原公民館　
費　　用 1,000円（材料費）

内　　容
 「トマト」は、つくばみらい市の特産物です。その「トマト」の種類・特徴・調理法などを伝授いただき、美味しく食す調理法を学ん
でみませんか。そして今回は、日持ちのするドライトマト作りにもチャレンジします。講師：野菜ソムリエ　田

た の じ ま

野島　万
ま ゆ こ

由子

講 座 名 自分の名前と住所を「かっこよく」書いてみよう！ 定　　員 16人

開催日時
６月24日、７月１日・８日・15日（各金曜日）【全４回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館
費　　用 1,000円（教材費）

内　　容
自分の名前と住所をきれいに書きたい！　常々、心に思う事・・・。そこで今回は、「のし袋」「記帳簿」などに「かっ
こよく!」自分の名前が書けるポイントを学んでみませんか。  　　　　　　　　　　　　　  講師：稲

い な ば

葉　純
す み こ

子

講 座 名 はなし方「上手」になろう！　 定　　員 12人

開催日時
６月21日・28日、７月５日・12日・19日（各火曜日）【全５回】
午後１時30分～３時30分

開催場所 谷和原公民館
費　　用 1,000円（教材費）

内　　容
人前で話す事は「苦手！」　だれもが思い感じる事。でもね！話す事は訓練とポイントさえつかめば大丈夫。だ
から・・・ちょっと勇気をだしてみませんか。話上手になるために。　　　　　　　　　　 講師：石

いしわた

綿　重
しげひさ

久

講 座 名 知ってみよう！イタリア 定　　員 16人

開催日時
６月29日、７月13日・27日（各水曜日）【全３回】
午前10時～午後１時

開催場所 谷和原公民館
費　　用 4,000円（材料費）

内　　容
イタリア料理の調理実習を中心に、簡単なイタリア語のレッスン・・・。いつの時代も海外旅行の人気の国「イ
タリア」。世界有数の世界遺産を持ち、街全体が世界遺産なんて事もあります。そんな「イタリア」をフィリッ
ポさんと、調理実習を交えながら和気あいあいと学んでみましょう。　　　　　 講師：アモロソ　フィリッポ

谷和原公民館講座

講 座 名 歴史教室　豪農の館を訪ねて ～国指定重要文化財　坂野家住宅～ 定　　員 30人

開催日時 ６月29日（水曜日）
午前９時～正午

集合場所 谷和原公民館
費　　用 300円（施設見学費）

内　　容 「だいじん屋敷」と地元で呼ばれ、500年余りの歴史を持つ、常総市大生郷町の坂野家を訪ねて江戸時代からの
豪農の生活をのぞいてみましょう。                          　　　　　　　　　　　　　 講師：常

じょうそうししょうがいがくしゅうかしょくいん

総市生涯学習課職員

講 座 名 食べる「ラー油」を作ってみよう！ 定　　員 16人

開催日時
７月１日（金曜日）
午前10時～正午

集合場所 谷和原公民館
費　　用 1,000円（材料費）

内　　容
「食べるラー油」　大ブームでしたね。  ブームは去りつつも、食卓の常備品として顔になっています。そこで今
回は「マイ・ラー油」作りにチャレンジしてみませんか。各家庭の好みに合わせて、にんにくや唐辛子の量を調
整すれば自分好みの「マイ・ラー油」の出来上がりです。                         　    講師：市民ボランティア　大

お お く ぼ

久保

講 座 名 男のええやんか料理 定　　員 16人

開催日時
９月13日・27日（各火曜日）【全２回】
午前10時～午後１時

開催場所 谷和原公民館
費　　用 2,000円（材料費）

内　　容
男性のための料理講座です。料理の初心者を対象とします。男の料理　こだわらず・・・豪快に・・・美味しく・・・
をテーマに、自立できる男性を目指してみましょう!　　　　　　　　　　　　　　　　　   講師：根

ね ぎ し

岸　拓
た く や

也
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講 座 名 米粉の達人 定　　員 16人

開催日時
７月７日・14日（各木曜日）【全２回】
午前10時～正午

開催場所 谷和原公民館　
費　　用 2,000円（材料費）

内　　容
今　話題の米粉を使い　簡単!  手軽にできる「ヘルシー」料理を提案します。　メタボ対策に…など、健康面に
良い米粉。でも、意外に「使用方法」が知られていません。簡単な「米粉」を使った料理を伝授いたします。
　1回目　惣菜編　　2回目　お菓子編　の構成で実施。　　　　　　　　　 　　  　　　 講師：大

お お こ

湖　恵
え み こ

美子

講 座 名 米粉でクッキングPart ２　おうちカフェ（夏のおやつ） 定　　員 16人

開催日時
６月22日（水曜日）
午前10時～正午

開催場所 谷和原公民館
費　　用 1,200円（材料費）

内　　容
《米粉で作るスイーツ》クレープ・ココナッツしるこなど。お子さんとご主人様と「おうちカフェ」してみませんか。
そんな時間を送るための米粉スイーツを紹介します。　　　　 講師：市民ボランティア　大

お お く ぼ

久保・坂
さかもと

本・鈴
す ず き

木

講 座 名 あなたもできる「天気予報」　～今年の夏は暑いかな？～ 定　　員 15人

開催日時
７月21日（木曜日）
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館
費　　用 500円（資料代）

内　　容
元気象庁勤務の講師から、天気の観測→分析→天気予報の発令までの仕組みを学びます。
また、最近よく耳にするエルニーニョ・ラニーニャ現象についてもお話をうかがいながら、自分でもできる天気
予報のポイントなどを学びます。　                           　　　　　　　　　　　　   講師：気象予報士　小

こばやし

林　孝
たかし

講 座 名 真夏のコンサート 定　　員 60人

開催日時
７月27日（水曜日）
午前10時～正午

開催場所 谷和原公民館
費　　用 無　料

内　　容

真夏のひと時を・・・「の～んびり　リフレッシュ」してみてはいかがでしょう。真夏の音楽ハワイアン　そし
て　心和む夏の童謡　をお楽しみください。（夏休み期間ですので、お子様と参加してみてはいかがですか）
　午前10:00 ～　ハワイアンバンドによる真夏の音楽とフラダンス　　11:00 ～　日本の夏の歌
ハワイアン演奏者　ウクレレクラブの皆さん　フラダンス  佐

さ さ き

々木　みえ　童謡演奏者　市民音楽家　音の泉の皆さん

谷和原公民館講座

講 座 名 美脚エクササイズ　　～ピラティスとリンパマッサージ～ 定　　員 20人

開催日時
９月６日・13日・20日・27日、10月４日（各火曜日）【全５回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館　
費　　用 1,000円（教材費）

内　　容
日本人は生活習慣から、O脚の人が多いと言われています。歩き方の癖により「骨盤」に負担がかかるそうです。
そこで・・・骨盤と脚のゆがみの確認・調整を行いながら、リンパマッサージで老廃物を排出させ「健康的な美
脚」を目指します。　　　　　　　　 講師：長

ちょう

　由
ゆ き

貴（ピラティス）・黒
くろかわ

川　味
み り

里（リンパマッサージ）

講 座 名 マクロビオティック  ～美味しく食べて健康に「長寿食」～ 定　　員 20人

開催日時
９月８日・15日・22日（各木曜日）【全３回】
午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館
費　　用 3,000円（教材費）

内　　容
世界的ファッションモデルやハリウット俳優・シンガーと名だたる方々が実践していると言われる「マクロビオティッ
ク」。実は、日本古来の日本食に由来する事をご存じでしたか?　そこで今回は、日本由来の「マクロビオティック」
について、調理実習を交えながら学び・健康維持に役立てていただける内容としました。　　   講師：高

たかざわ

澤　有
ゆ み

美

講 座 名 移動学習①　東京駅物語　 定　　員 30人

開催日時
７月20日（水曜日）
午前９時～午後５時（予定）

集合場所 谷和原公民館
費　　用 5,000円（昼食代含）

内　　容
今、東京駅は街になる!　をテーマに駅ナカ・商業施設がつくられ・・・外観は、開業当時のようにお色直しを
しています。が・・・原　敬首相の暗殺現場・大震災・戦火と数々の歴史を刻んできました。そんな東京駅の歴
史をのぞいてみませんか。（東京駅と八重洲付近をまわる予定です）

講 座 名 移動学習②　皇居東御苑　 定　　員 30人

開催日時
９月21日（水曜日）
午前９時～午後５時（予定）

集合場所 谷和原公民館
費　　用 5,000円（昼食代含）

内　　容
かつての江戸城があった緑の癒しスポット東御苑へ!　東御苑　江戸城があった場所だけに歴史的スポットが点在。
たとえば、江戸城天守閣跡や百人番所・松之大廊下跡など・・・江戸の面影をたどりながらのんびり歴史散策と
しましょう!!
※移動学習は、①または②のいずれかの申し込みとさせていただきます。
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楽しい体験がいっぱい！！楽しい体験がいっぱい！！

　　　　　　　伊　奈　会　場
●５月～平成24年２月までの毎月第３水曜日に開催
　【全７回】（８月と平成24年１月は休講）
●午前10時～午後２時30分

　　　　谷　和　原　会　場
●５月～平成24年２月までの毎月第１水曜日に開催
　【全７回】（11月と平成24年１月は休講）
●午前10時～午後２時30分

回 開催期日 内　　容 回 開催期日 内　　容

１ ５月18日
開講式
講話「笑って、楽しく、元気になる話」

１ ６月１日
開講式
講話「未定」

２ ６月15日 寄席「古典落語を楽しもう！」 ２ ７月６日
社会科見学
　茨城県企業局水海道浄水場

３ ７月20日
社会科見学
　板橋不動院楼門

３ ８月３日
いつも元気で・・・ね！
　リンパマッサージ

４ ９月21日
童謡コンサート
「童謡を心と身体で楽しもう」

４ ９月７日
元気はつらつ！
　楽しく体を動かそう

５ 10月19日 映画鑑賞 ５ 10月５日
移動学習（希望者のみ）
　日本政治の中核を体感せよ！
　国会議事堂と丸の内見学

６ 12月21日 手作りカレンダーを作ろう！ ６ 12月７日
日本の文化を見直そう！
ふろしきラッピング

７ 平成24年２月15日
閉講式
講話「未定」

７ 平成24年２月１日
閉講式
講話「いつまでも若々しくね！」

◎11月11日㈮　移動学習（希望者のみ）
　「目

め ぐ ろ が じ ょ え ん

黒雅叙園他見学」
◎７月27日㈬　真夏のコンサート

※お弁当をこちらで用意します。

　　　　　　各クラブに分かれての学習
○歴史　○美術　○カラオケ　○マジック　○健康体操
・５つのクラブから、１つを選んで活動
・クラブにより材料費が必要。材料費は自己負担。

　　　　　　各クラブに分かれての学習
○絵手紙　○ちりめん細工　○かきかた　
○健康「歌道場」　○健康「マージャン」
・５つのクラブから、１つを選んで活動
・クラブにより材料費が必要。材料費は自己負担。

午　

前

午　

後

昼
食

※年間学習予定は、内容が変更になる場合があります。
※会場へは、各自でお集まりいただきます。あらかじめご了承ください。

よ つ わ 大 学よ つ わ 大 学
１　対象者　　…　市内在住の60歳以上の方１　対象者　　…　市内在住の60歳以上の方
２　開催場所　…　伊奈会場       伊奈公民館　　２　開催場所　…　伊奈会場       伊奈公民館　　☎☎58‐５０８１58‐５０８１
　　　　　　　　 　谷和原会場　谷和原公民館　 　　　　　　　　 　谷和原会場　谷和原公民館　 ☎☎52‐２１４１52‐２１４１
３　参加費　　…　４，０００円（昼食代７回分含む。移動学習は別途参加費が必要）３　参加費　　…　４，０００円（昼食代７回分含む。移動学習は別途参加費が必要）
４　申し込み方法　…　各会場に参加費を添えて申し込みください。４　申し込み方法　…　各会場に参加費を添えて申し込みください。
　　　　　　　　　　　※受付は、火～日曜日、午前９時～午後５時まで　　　　　　　　　　　※受付は、火～日曜日、午前９時～午後５時まで
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よ
つ
わ
大
学
に
参
加
し
て

〜
参
加
者
の
声
〜

《
学
び
の
中
で
思
う
こ
と
》

　

平
成
19
年
つ
く
ば
み
ら
い
市
民

と
な
っ
た
年
「
よ
つ
わ
大
学
」
を

知
り
、
す
ぐ
に
手
続
き
・
入
学
。

　

私
の
場
合
、
学
ぶ
よ
り
友
だ
ち
を

作
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
し
た
。

　

お
か
げ
で
、
地
元
の
方
と
も
す

ぐ
に
親
し
く
な
り
、
大
き
な
収
穫

で
し
た
。

　

同
時
に
事
務
局
の
綿
密
な
計
画

の
元
、
暮
ら
し
に
直
結
し
た
テ
ー

マ
で
、
話
す
・
食
べ
る
・
歌
う
・

手
仕
事
又
そ
の
道
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
に
よ
る
講
演
な
ど
多
く
の
事

を
三
年
間
学
び
ま
し
た
。

　

今
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
「
集
合

《
よ
つ
わ
大
学
に
参
加
し
て
》

　

健
康
で
新
し
い
知
識
を
求

め
・
・
・

　

年
７
回
の
勉
強
会
・
学
習
・
ク

ラ
ブ
。

　

皆
様
と
お
会
い
出
来
る
の
を
楽

し
み
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

特
に
ク
ラ
ブ
活
動
の
「
古
布
で

の
布
遊
び
」
は
、
開
講
後
も
月
一

《
よ
つ
わ
大
学
三
年
生
》

　

よ
つ
わ
大
学
に
参
加
し
て
三
年

に
な
り
ま
す
。

　

一
カ
月
に
一
度
で
す
が
、
大
学

生
気
分
に
若
返
り
、
大
き
い
声
で

「
行
っ
て
来
ま
ー
す
。」
と
家
を

出
ま
す
。

　

学
校
は
楽
し
い
で
す
よ
。

　

男
女
共
学
、
毎
回
出
る
楽
し
い

お
弁
当
を
一
緒
に
食
べ
、
キ
ュ
ウ

リ
、
タ
ク
ア
ン
、
白
菜
な
ど
季
節

の
お
新
香
を
い
つ
も
誰
か
が
持
っ

て
来
て
く
れ
る
。

　

嬉
し
い
限
り
。
お
嫁
さ
ん
に
来

て
欲
し
い
。

　

工
作
の
時
間
も
面
白
い
。

　

切
り
絵
家
紋
、
ミ
ニ
掛
け
軸
、

液
状
化
現
象
砂
ボ
ト
ル
、
レ
イ
ン

ボ
ー
プ
リ
ズ
ム
等
作
っ
た
よ
。

　

我
が
家
の
宝
物
や
孫
の
お
も

ち
ゃ
で
す
。

　

遠
足
も
あ
る
よ
。

《
よ
つ
わ
大
学
に
入
学
し
て
》

　

よ
つ
わ
大
学
に
入
学
し
て
三
年

に
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
は
午
前
と
午
後
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

　

午
前
中
の
全
体
学
習
で
は
、
ゴ

ミ
処
理
の
作
業
が
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
を
見
に
常
総
環
境

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
り
、
ま
た
、

茨
城
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
迫
力

あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
か
せ
て
も

ら
っ
た
り
、「
自
然
災
害
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
」
の
学
習
で
は
液
状
化
現
象

住
宅
」
の
暮
ら
し
の
中
で
立
ち
上
げ

た
女
性
の
会
に
学
ん
だ
事
の
少
し

で
も
伝
え
る
べ
く
、
次
年
度
も
在
学

生
で
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

み
ら
い
平
地
区
在
住　

　
　
　
　
　
　
　
　

阿あ

べ部　

ミ
チ

回
公
民
館
に
て
自
主
継
続
し
て
い

ま
す
。

　

来
年
度
も
多
彩
な
課
題
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　

十
和
地
区
在
住　

　
　
　
　
　
　
　
　

横よ
こ
つ
か塚　

栄え

い

こ子

　

カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
ら
、

み
る
み
る
上
達
。

　

若
い
と
き
か
ら
習
っ
て
い
た
ら

今
頃
何
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
、
な

ん
て
心
配
す
る
ほ
ど
、
ア
ハ
ハ

ハ
・
・
・

　

人
生
の
春
か
秋
か
な
七
二
歳　

　
　
　

板
橋
地
区
在
住　

　
　
　
　
　
　
　
　

池い

け

だ田　

文ふ
み
あ
き昭

が
ど
の
よ
う
に
起
こ
る
の
か
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
る

な
ど
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

物
作
り
で
は
、
ミ
ニ
掛
け
軸
、

万
華
鏡
を
童
心
に
返
っ
て
作
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
あ
る
素
敵
な
作

品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

移
動
学
習
で
は
、
茨
城
空
港
と

桜
田
門
外
の
変
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ

ト
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
が
、
雪

景
色
の
セ
ッ
ト
が
と
て
も
見
事
で
、

触
る
と
冷
た
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

盛
り
沢
山
の
内
容
で
、
一
日
が

と
て
も
楽
し
く
、
充
実
し
た
時
間

で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
在
校
生
と
し
て
授
業

を
受
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

板
橋
地
区
在
住

　
　
　
　
　
　
　
　

磯い

そ

べ部　

信の

ぶ

こ子 

　　　　　　　絵手紙クラブ

　　   古布を使って小物づくりクラブ

　   茨城県警察音楽隊によるコンサート

　　   自然災害のメカニズムを知ろう
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▼
雇
用
期
間
＝
7
月
1
日
〜
12
月
31

　

日
（
勤
務
状
況
に
よ
り
延
長
可
）

▼
勤
務
日
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除

　

く
）

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

▼
勤
務
場
所
＝
市
水
道
事
業
所
（
川

　

崎
１
８
８
６
）

▼
時
給
＝
８
４
０
円

※
通
勤
手
当
別
途
支
給

▼
申
込
先
＝
担
当
課
に
電
話
連
絡
の

　

う
え
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を

　

提
出
（
郵
送
可
）

▼
申
込
期
限
＝
５
月
20
日
㈮

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

▼
面
接
試
験
＝
申
し
込
み
受
け
付
け

　

終
了
後
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

　

      

市
水
道
課
（
水
道
事
業
所
）

☎ 

52
‐
６
１
０
０　

臨
時
職
員

◇
◇
水
道
課
◇
◇

▼
募
集
職
種
＝
一
般
事
務

▼
勤
務
内
容
＝
事
務
補
助

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
応
募
資
格
＝
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・

　

エ
ク
セ
ル
な
ど
）が
で
き
る
方
で
、

　

普
通
自
動
車
免
許
を
所
持
し
て
い

　

る
方

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせらせ
Information－ －

申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問

臨
時
職
員
・
嘱
託

職
員
募
集

問
申

   

春
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

嘱
託
職
員

◇
◇
児
童
福
祉
課
◇
◇

▼
募
集
職
種
＝
保
育
士

▼
勤
務
内
容
＝
保
育
業
務

▼
募
集
人
員
＝
1
人

▼
応
募
資
格
＝
健
康
で
保
育
士
の
資

　

格
を
有
す
る
方

▼
雇
用
期
間
＝
6
月
1
日
〜
平
成
24

　

年
3
月
31
日

▼
勤
務
日
＝
月
〜
金
曜
日
（
場
合
に

　

よ
り
土
曜
日
出
勤
有
）

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
7
時
30
分
〜
午

　

後
7
時
（
内
7
時
間
勤
務
）、
た
だ

　

し
必
要
に
応
じ
て
時
間
外
勤
務
有

▼
勤
務
場
所
＝
伊
奈
第
４
保
育
所

（
狸
穴
１
０
７
２
‐
45
）

▼
時
給
＝
１
０
２
０
円

※
通
勤
手
当
別
途
支
給

▼
申
込
先
＝
担
当
課
に
電
話
連
絡
の

　

う
え
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を

　

提
出
（
郵
送
可
）

▼
申
込
期
間
＝
4
月
25
日
㈪
〜
5
月

　

13
日
㈮　

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

▼
面
接
試
験
＝
申
し
込
み
受
け
付
け

　

終
了
後
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課　

☎ 

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
３
）

▼
日
時
＝
５
月
29
日
㈰　

午
前
９
時

　

開
会
式

▼
場
所
＝
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
資
格
＝
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

　

在
勤
者

▼
参
加
チ
ー
ム
数
＝
混
合
（
男
女
各

　

２
人
）
…
16
チ
ー
ム
、
レ
デ
ィ
ス

　
（
女
４
人
）
…
８
チ
ー
ム　

※
１

　

チ
ー
ム
４
人
編
成
、
参
加
者
氏
名

　

と
チ
ー
ム
名
を
併
せ
て
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
＝
１
人
７
０
０
円
（
弁
当

問
申 　

区　

分

等　

級

身
体
障
害
者

1
級
・
２
級

知
的
障
害
者

 

Ａ　

・
Ａ
・
Ｂ

精
神
障
害
者

1
級
・
２
級

○

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

　
　
　
　
　

助
成
対
象
者
を
拡
大

　

４
月
か
ら
、
重
度
障
害
者
通
院
通

所
交
通
費
助
成
（
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
）
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。

■
助
成
対
象
者

※
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る

方
を
除
く

■
助
成
額　

　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
、
1
０
０
０

円
を
限
度
と
し
た
月
間
3
０
０
０
円

ま
で
（
じ
ん
臓
機
能
障
害
に
よ
り
人

工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
は
、
同
様

に
、
1
０
０
０
円
を
限
度
と
し
た
月

間
6
０
０
０
円
ま
で
）

■
申
請
方
法
（
随
時
受
付
）

　

手
帳
・
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
市

社
会
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
注
意
点

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、
医
療

機
関
へ
の
通
院
・
通
所
の
み
利
用
で

き
ま
す
。

　

 

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
４
）

問
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問
申

　

代
含
む
・
当
日
集
金
）

▼
申
込
期
限
＝
５
月
10
日
㈫

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
総

合
運
動
公
園
内
）
☎
58
‐
４
０
０
５

▼
受
付
期
間
＝
５
月
10
日
㈫
〜
13
日
㈮

※
定
例
総
会
は
、
５
月
25
日
㈬
の
予

定
で
す
。

 　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会

事
務
局　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

　

５
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
58
‐
５
５
５
２

▼
日
時
＝
５
月
16
日
㈪　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　

   

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー　

☎

０
２
９ 

‐
３
０
０
‐
２
８
４
４

問

常
陽
年
金
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

乾
燥
汚
泥
肥
料
の

無
料
配
布

問

医
療
事
務
講
座
講
習
会

谷
和
原
郵
便
局

年
金
相
談

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
52
‐
６
９
１
１

▼
日
時
＝
５
月
22
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時 

▼
場
所
＝
谷
和
原
郵
便
局

　

  

谷
和
原
郵
便
局
☎
52 

‐

６
９
１
１

 

市
民
生
活
の
安
定
を
最
優
先
に

　

市
職
員
人
事
異
動

（
平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
）

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
市
内
で
も
多
く
の
被
害
が
出
て
お
り
職
員
一
丸
と
な
っ
て
災
害
の
普
及
に
全
力

を
尽
く
す
た
め
、
４
月
１
日
付
の
市
職
員
定
期
人
事
異
動
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
、
当
分
の
間
、
凍
結
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、（　

）
内
は
旧
所
属
お
よ
び
前
職
で
す
。

○
新
規
採
用
者
（　

）
内
が
所
属
先

○
退
職
者

　

▽
飯い

い
ず
み
よ
し
ろ
う

泉
芳
郎
（
市
民
窓
口
課
長
）

▽
沼ぬ

ま
じ
り
お
さ
む

尻
修（
す
こ
や
か
福
祉
館
課
長
）

▽
飯い

い
の
け
い
こ

野
啓
子（
伊
奈
第
4
保
育
所
長
）

▽
小こ

ば
や
し
た
か
こ

林
孝
子
（
谷
和
原
第
２
保
育
所

長
）
▽
井い

な
み
み
き

波
美
紀
（
わ
か
く
さ
幼
稚

園
教
頭
）
▽
笠か

さ
が
わ
み
ち
こ

川
道
子
（
伊
奈
第
１

保
育
所
主
任
保
育
士
）
▽
佐さ

と
う
ち
は
る

藤
知
温

（
す
み
れ
幼
稚
園
教
務
主
任
）
▽
藤ふ

じ

本も
と
け
い
こ

景
子
（
健
康
増
進
課
保
健
師
）
▽

島し
ま
だ
み
ち
こ

田
道
子
（
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
調
理
員
）

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
各
種
申
請

問
申

　

農
業
集
落
排
水
処
理
場
の
汚
泥
を

高
温
の
熱
風
で
乾
燥
さ
せ
た
顆
粒
状

の
乾
燥
汚
泥
肥
料
を
、
無
料
で
配
布

し
ま
す
。

　

花
壇
な
ど
の
肥
料
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。

▼
内
容
量
・
１
袋
（
約
10
㌕
入
り
）

　

成
分
・
窒
素
＝
約
４
・
５
％

　

リ
ン
酸
＝
約
６
・
２
％

　

カ
リ
＝
約
０
・
５
％
未
満

▼
申
し
込
み
方
法
＝
下
水
道
課
ま
で

　

お
電
話
く
だ
さ
い

▼
限
度
数
＝
１
世
帯
３
袋
ま
で

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

　

で
、
小
絹
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に
取

　

り
に
来
ら
れ
る
方

　
　

な
お
、
申
し
込
み
多
数
で
在
庫
が

　

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
予
約

　

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　

   

下
水
道
課
・
小
絹
水
処
理
セ

ン
タ
ー
（
絹
の
台
７
丁
目
１
番
地
）

☎
52 

‐
３
９
３
９

問
申母

子
家
庭
等
自
立
促
進
対
策
事
業

　

茨
城
県
で
は
、
母
子
家
庭
な
ど
の
就

職
支
援
と
自
立
促
進
を
図
る
た
め
、「
医

療
事
務
講
座
講
習
会
」
を
行
い
ま
す
。

▼
受
講
対
象
者
＝
母
子
家
庭
の
母
お

　

よ
び
寡
婦
（
た
だ
し
以
前
受
講
し
た

　

方
を
除
く
）
と
な
り
お
お
む
ね
ね
７

　

年
以
内
の
方
、
か
つ
全
日
程
受
講
可

　

能
で
今
後
就
労
を
希
望
す
る
方

▼
受
講
種
目
＝
医
療
事
務
講
座

▼
募
集
人
員
＝
22
人
程
度

▼
受
講
期
間
・
時
間
＝
6
月
12
日
〜

　

平
成
24
年
11
月
22
日

・
土
、日
曜
日
22
日
間（
１
１
０
時
間
）

・
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
5
時
間
）

▼
講
習
会
場
＝
県
立
母
子
の
家
・
母

▽
長な

が
つ
か
か
づ
き

塚
和
樹
（
市
民
窓
口
課
）
▽
古ふ

る

谷や
け
い
す
け

圭
佑
（
社
会
福
祉
課
）
▽
大お

お
と
う
か
お

藤
香

里り

（
児
童
福
祉
課
）▽
加か

せ
ひ
で
お

瀬
英
男（
健

康
増
進
課
）
▽
吉よ

し
だ
あ
き
ひ
と

田
亮
仁
（
学
校
教

育
課
）
▽
野の

が
み
あ
や
こ

上
綾
子
（
伊
奈
第
２
保

育
所
）
▽
野の

で
き
み
つ
よ

出
木
光
代
（
伊
奈
第
４

保
育
所
）
▽
反そ

り
ま
ち
あ
や
な

町
綾
那
（
谷
和
原
第

１
保
育
所
）
▽
大お

お
る
い
せ
い
こ

類
聖
子
（
谷
和
原

第
２
保
育
所
）
▽
染そ

め
や
え
り
こ

谷
絵
里
子
（
わ

か
く
さ
幼
稚
園
）
▽
沼ぬ

ま
じ
り
あ
き

尻
亜
紀
（
谷

和
原
幼
稚
園
）

▽
市
民
経
済
部
長
兼
市
民
窓
口
課
長

＝
片か

た
み
か
ず
お

見
和
男
（
市
民
経
済
部
長
）
▽

保
健
福
祉
部
長
兼
す
こ
や
か
福
祉
館

課
長
＝
湯ゆ

も
と元

茂し
げ
お男

（
保
健
福
祉
部

長
）
▽
伊
奈
第
３
保
育
所
長
＝
豊と

よ
し
ま島

敏と
し
こ子

（
同
主
任
保
育
士
）
▽
伊
奈
第

４
保
育
所
長
＝
名な

ご
し越

孝た
か
こ子

（
同
主
任

保
育
士
）
▽
谷
和
原
第
２
保
育
所
長

＝
関せ

き

み
い
子こ
（
伊
奈
第
３
保
育
所
長
）

▽
わ
か
く
さ
幼
稚
園
教
頭
＝
草く

さ
ま間

真ま

ち

こ
知
子
（
谷
和
原
幼
稚
園
教
頭
）
▽

谷
和
原
幼
稚
園
教
頭
＝
豊と

よ
し
ま島

久く

み

こ
美
子

○
市
長
部
局
・
教
育
委
員
会
部
局

（
同
教
務
主
任
）

５月11日～ 20日までは「春の全国交通安全運動」”ぼくしない　どうろのとびだし　ふざけっこ“
市民一人ひとりが交通ルールの遵守し、正しい交通マナーの実践を習慣づけることにより、交通事故を防止しましょう
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▼
持
参
す
る
物
＝
タ
オ
ル
、
ハ
ン
ド

　

ク
リ
ー
ム

　

  

荻お
ぎ
は
ら原　

☎
０
９
０
‐
３
１
３
１
‐

１
５
４
３

　

子
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
手
続
＝
申
込
書
と
一
緒
に
Ａ

　

４
原
稿
用
紙
に
受
講
し
た
い
理
由

　

・
参
加
動
機
を
記
載
し
た
も
の
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
５
月
27
日
㈮
（
当
日

　

消
印
有
効
）

※
申
込
書
・
原
稿
用
紙
は
児
童
福
祉

課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
作
文
選
考
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
受
講
料
＝
自
己
負
担
６
０
０
０
円

　
（
教
材
な
ど
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行

　

事
用
保
険
料
は
原
則
と
し
て
講
習

　

会
初
日
に
徴
収
す
る
予
定
で
す
。  

   　

な
お
、
所
得
が
３
０
１
万
円
以

　

下
の
方
に
は
、
修
了
後
に
交
通
費

　

の
一
部
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
託
児
有
（
た
だ
し
、2
歳
児
以
上
。

母
子
家
庭
な
ど
日
常
生
活
支
援
事
業

を
活
用
し
ま
す
。
無
料
、
ま
た
は
所

得
に
応
じ
自
己
負
担
が
か
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
）　

▼
申
込
先
＝ 

県
立
母
子
の
家
・ 

母

　

子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
３
１
０
‐
0

　

０
６
５
、
水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52
）　

　

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
４
９
７

　

  

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
２
）

　

齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

　

 

つ
く
ば
み
ら
い
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
連
合
会
普
及
指
導
部　

新に
っ
た田

☎
52
‐
７
４
４
７
、
井い
の
う
え上
☎
58
‐

７
０
６
２

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
危
険
物
取
扱
者
試
験
日
程

◇
甲
種
・
乙
種
第
1
類
〜
第
６
類
丙
種

　

＝
・
下
館
工
業
高
等
学
校
（
筑
西

　

市
）
…
６
月
26
日
㈰

　

   （
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
支
部　

☎
０
２
９
‐
３
０
１

‐
１
１
５
０

■
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

日
程

◇
乙
種
第
４
類
＝
・
茨
城
県
開
発
公
社

　

ビ
ル
（
水
戸
市
）
：
５
月
14
日
㈯
・

　

15
日
㈰（
定
員
72
人
）、５
月
24
日
㈫
・

　

25
日
㈬
（
定
員
１
５
０
人
）
／
・
生

　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
総
和
と
ね
ミ
ド
リ

　

館
（
古
河
市
）
：
５
月
19
㈭
・
20
日

　

㈮
（
定
員
72
人
）
／
・
筑
西
広
域
消

　

防
本
部
（
筑
西
市
）
：
５
月
30
㈪
・

　

31
日
㈫ （
定
員
１
８
０ 
人
）

◇
甲
種
＝
茨
城
県
開
発
公
社
ビ
ル
…
５

　

月
11
日
㈬
・
12
日
㈭

　

   

茨
城
県
危
険
物
安
全
協
会　

☎

０
２
９
‐
３
０
１
‐
７
８
７
８

不
動
産
公
売

問

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
ほ
し
い

方
と
、
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え

な
く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。 

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
５
月
1
日
は
仲
介
の
他
に

「
何
で
も
相
談
会
」
も
実
施
し
ま
す
。

※
動
物
は
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
５
月
１
日
㈰
、
６
月
５
日   

　

㈰　

午
後
１
時
〜
３
時　

※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
駐
車
場
（
常
陽

　

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近
）

▼
手
数
料
＝
２
０
０
０
円

　

  

占う
ら
べ部　

☎
58
‐
７
１
６
８

犬
・
猫
里
親
の
会

問

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
、

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札
に
よ

り
、
不
動
産
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

※
当
機
構
は
、
茨
城
県
内
の
市
町
村

よ
り
滞
納
事
案
の
移
管
を
受
け
、
滞

納
処
分
（
差
押
・
公
売
）
な
ど
の
滞

納
整
理
に
よ
り
、
市
町
村
税
の
徴
収

を
行
う
特
別
公
共
団
体
（
一
部
事
務

組
合
）
で
す
。　

▼
日
時
＝
５
月
10
日
㈫ 

午
後
０
時

　

50
分
受
付
開
始

▼
場
所
＝
茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎

（
水
戸
市
柵
町
１
‐
３
‐
１
）

▼
公
売
不
動
産
＝
売
却
区
分
番
号
23

　

‐
１
／
見
積
価
額
３
９
３
万
円
／

　

公
売
保
証
金
40
万
円

◇
財
産
の
表
示（
登
記
簿
に
よ
る
表
示
）

　
（
土
地
①
）

　

・
所
在
…
板
橋
字
沼
田
／
・
地
番

　

…
３
０
１
６
番
１
／
・
地
目
…
畑

　

／
・
地
積
…
５
３
５
㎡

　
（
土
地
②
）

　

・
所
在
…
板
橋
字
沼
田
／
・
地
番

　

…
３
０
１
７
番
／
・
地
目
…
畑
／

　

・
地
積
…
２
７
７
㎡

※
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

伊
奈
庁
舎
税
務
課
収
納
対
策
室

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
４
２
）、

ま
た
は
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構　

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
１
２
２
１

問

お
や
こ
ホ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ピ
コ
ッ
ト
で
は
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

楽
し
め
る
「
オ
カ
リ
ナ
と
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
音
楽
」
と
「
語
り
芝
居
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
ど
う
ぞ
！

▼
日
時
＝
５
月
15
日
㈰　

午
後
１
時

　

30
分
〜 

▼
会
場
＝
谷
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー

　

  

伊い
と
う藤　

☎
58
‐
８
３
０
７

問

介
護
者
家
族
会｢

か
る
が

も｣

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

   

介
護
者
家
族
会
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

・
介
護
に
つ
い
て
一
人
で
悩
ん
で
い 

　

ま
せ
ん
か
？

・
長
期
間
介
護
を
し
て
い
る
。

・
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
に
イ
ラ
イ

　

ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

　

ん
か
？

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
介
護
経
験
者
や
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で
す
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
13
日
㈮　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▼
会
場
＝
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　

  

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
２
）

問

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
競
技
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
、
あ
る
い
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
老
若
男
女
、
長
く
楽
し
め
る

競
技
で
す
。
市
内
に
は
、６
地
区（
三

島
・
板
橋
・
小
張
・
豊
・
谷
井
田
・

谷
和
原
地
区
）
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
地
区

で
体
験
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
＝
市
在
住
・
在
勤
者
（
年

問

体
験
で
き
ま
す
！

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

病
気
に
負
け
な
い
会『
健
康
元
気
』

で
は
、
自
分
で
出
来
る
「
足
も
み
」

の
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
10
日
㈫ 　

午
後
２

　

時
〜
５
時

▼
場
所
＝
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
・
和
室　

  

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円

　

自
分
で
出
来
る

「
足
も
み
」
勉
強
会

危
険
物
取
扱
者
試
験
・

準
備
講
習
会

  

危
険
物
取
扱
者
試
験
・
準
備
講

講
習
会
の
申
請
・
受
付
期
間
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

問

問

問

５月１日～７日までは「憲法週間」です。
　”みんなで築こう　人権の世紀“　～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

 

　図書館休館日
　 ５月２日㈪～ ５日㈭
　　     ９日㈪    16日㈪  
　　    23日㈪    30日㈪
　　　31日㈫
　　　
    読み聞かせ会（虹の会）
         ５月14日㈯
         午後２時
         ３歳ぐらいから

　 おはなし会
         ５月28日㈯
         午後２時
         ３歳～ 7歳くらい
    
       開館時間
　    午前10時～午後５時

    
       図書館へのお問い合わせ

　   ☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

新しい新しいCD・DVDCD・DVDを入荷しましたを入荷しました

歌謡曲・邦楽のベスト版を中心に購入しました。ジャンルごとに紹介します。

気になるＣＤを見つけたら、ＣＤコーナーをのぞいてみてください。

※（　）は、アーティスト名、原作者名などです。

【歌謡曲・邦楽】
・Ｈｉｔｓ（安

あんぜんちたい

全地帯）　・オリジナルベスト４０（石
いしはら

原　裕
ゆうじろう

次郎） 
・ＳＬ　ＳＥＴ　ＬＩＳＴ～グレイテストソングス～完全盤（ＡＫＢ４８）
・ノスタルジア（伍

ご だ い

代　夏
な つ こ

子） 　・ＡＬＬ　ＴＨＥ　ＢＥＳＴ（Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）
・Ｂｅｓｔ　ＬＩＦＥ（槙

まきはら

原　敬
のりゆき

之）　・エクスプレッションズ（竹
たけうち

内　まりや）

【朗読・その他】
・“元祖” 爆笑スーパーライブ　第０集！（綾

あやのこうじ

小路きみまろ）
・草枕　上・下巻（夏

な つ め

目　漱
そうせき

石） 
・鬼平犯科帳シリーズ　第１話（池

いけなみ

波　正
しょうたろう

太郎）

【洋楽】
・クリスマス・ストーリー
（マライア・キャリーほか）
・着ラブ（レディー・ガガほか）

【ＣＤ】

【ＤＶＤ】
大人向けは洋画、子ども向けはアニメを中心に購入しました。ＣＤ同様ジャンル

ごとに紹介します。※（　）は、出演者、原作者名などです。

【映画・ドラマ】
・カラミティ・ジェーン（デイビィッド・バトラー）
・夢（黒

くろさわ

沢　明
あきら

）
・マディソン郡の橋（クリント・イーストウッド）
・雨に唄えば（ジーン・ケリー）
・ベン・ハー（ウィリアム・ワイラー）
・フィラデルフィア物語（ジョージ･キューカー）　
・マッドマックス（ジョジー・ミラー）
・酒とバラの日々（ブレイク・エドワーズ）　ほか

【アニメ・乗り物】
・風の谷のナウシカ（宮

みやざき

崎 駿
はやお

）　
・魔女の宅急便（宮崎 駿）　
・崖の上のポニョ（宮崎 駿）
・はじめましてトーマスシリーズ
　（機関車トーマス）
・走れ！ゆかいな鉄道＆世界の超特急
　（てつどう大好き）　
・ザ・自動車　ほか

　本館は、一般向け図書資料のほとんど、
児童書の一部、ビデオテープ全部が書架
から落ちて床に散乱。一部書架が倒れて
破損、その他建物・設備についても被害
を受けました。そのため、地震による被
害の処理・復旧のため、３月31日まで
休館しました。ご迷惑をおかけしました。
（また、小絹分館は、小絹コミュニティー
センターが被害を受けましたので、４月
15日まで休館しました。）

   東日本大震災被害   東日本大震災被害
         による休館         による休館

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り
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保 健 だ よ り保 健 だ よ り

実施日 会　場 申込期間 定  員 健診当日受付時間

 6月5日㈰ 谷和原保健福祉センター
５月16日㈪～ 20日㈮

各日
200人

  ①午前７時～７時30分
  ②午前８時～８時30分
  ③午前９時～９時30分
  ④午前10時～ 10時30分

 6月6日㈪ 伊奈保健センター

 6月26日㈰ 伊奈保健センター ６月８日㈬～ 10日㈮

《６月に実施するみらい健診①   （予約制・胃がん検診あり）》

胃
が
ん
の
は
な
し

胃
が
ん
の
は
な
し

問

　

胃
が
ん
は
男
性
の
罹り

か
ん
す
う

患
数
が
1

番
、
女
性
は
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
に

次
い
で
3
番
目
に
多
い
が
ん
で
、
男

女
合
わ
せ
る
と
日
本
人
が
最
も
多
く

か
か
っ
て
い
る
が
ん
で
す
。
が
ん
が

進
行
し
て
も
症
状
が
な
い
場
合
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
早
期

発
見
で
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
完
治
が
見
込

め
る
治
り
や
す
い
が
ん
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。   

早
く
み
つ
け
て
、
早
く
治
す

胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を

が
ん
の
リ
ス
ク
を

　
　
　

減
ら
す
生
活
習
慣

　
　
　

減
ら
す
生
活
習
慣

○
塩
分
を
控
え
ま
し
ょ
う
…
塩
分
を

　

取
り
す
ぎ
る
と
胃
の
粘
膜
を
溶
か

　

し
て
し
ま
い
ま
す
。
溶
け
た
と
こ

　

ろ
が
傷
つ
き
、
胃
が
ん
の
原
因
に

　

な
り
ま
す
。

○
野
菜
、
果
物
を
と
り
ま
し
ょ
う
…

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
ロ
チ
ン
を
多
く

　

含
む
野
菜
や
果
物
な
ど
を
取
る
方

　

は
、
胃
が
ん
の
発
症
が
少
な
い
と

　

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

胃
が
ん
の
予
防
に
は
、
生
活
習
慣

の
見
直
し
と
、
定
期
的
な
が
ん
検
診

が
有
効
で
す
。
胃
が
ん
検
診
に
は
、

症
状
の
出
な
い
早
期
の
う
ち
に
、
が

ん
を
発
見
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

胃

　

胃
が
ん
は
日
本
人
に

が
ん
は
日
本
人
に

　
　
　
　

最
も
多
い
が
ん

　
　
　
　

最
も
多
い
が
ん

　
　
　
　

定
期
的
な
検
診
で

定
期
的
な
検
診
で

　
　
　
　

　
　
　
　

胃
が
ん
を
早
期
発
見

胃
が
ん
を
早
期
発
見

○
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
…
た
ば
こ
の
中

　

に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
が
胃
の
粘

　

膜
を
刺
激
し
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク

　

を
高
め
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

　

て
い
ま
す
。　

　
　
　
　

市
の
検
診
を

市
の
検
診
を

　
　
　
　
　

利
用

　
　
　
　
　

利
用
し
ま
し
ょ
う

し
ま
し
ょ
う

　　

市
で
は
、
み
ら
い
健
診
①
に
お
い

て
、
胃
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
胃
が
ん
検
診
以
外
の
が

ん
検
診
も
同
時
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、
が

ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※申込期間中であっても、定員になり次第締め切らせてい
ただきます。
●市で実施しているがん検診は、被保険者証（健康保険証）
の種類に関係なく、受診できます。　　
●各健診項目には、対象者・対象年齢・負担額などが定め
られています。７月以降のみらい健診の日程など、詳しくは、
「平成23年度つくばみらい市健康管理予定表」をご覧くだ
さい。

◆みらい健診①の申し込み方法◆みらい健診①の申し込み方法
▼申し込み方法①申込受付専用電話                                                          
　　　　　　　   ☎ 2

にっこり

5 - ２
つ

９
く

８
ば

３
みらい

　

 　                　 ②谷和原保健福祉センター窓口
▼申込受付時間＝午前９時～午後５時
※上記以外の方法による受け付けおよび同一世帯
のご家族以外の申し込み受け付けはできません。
※受付開始から30分は電話が集中し、大変かかり
にくくなっています。ご了承ください。

　

み
ら
い
健
診
①
で
実
施
す
る

　

み
ら
い
健
診
①
で
実
施
す
る

　
　
　

胃
が
ん
検
診
の
検
査
内
容

　
　
　

胃
が
ん
検
診
の
検
査
内
容

　　

胃
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
行
い
ま

す
。
最
初
に
胃
を
膨
ら
ま
せ
る
発
泡

剤
を
飲
み
、
そ
の
後
、
エ
ッ
ク
ス
線

を
反
射
す
る
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
撮

影
し
ま
す
。
胃
に
バ
リ
ウ
ム
を
う
ま

く
付
着
さ
せ
る
た
め
に
体
を
回
転
さ

せ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
撮

影
す
る
た
め
に
、
体
の
向
き
を
変
え

た
り
し
ま
す
。

　
　
　
　

要
精
密
検
査
と

要
精
密
検
査
と

　
　
　
　

言
わ
れ
た
ら

　
　
　
　

言
わ
れ
た
ら
・
・
・

・
・
・

　

胃
が
ん
は
早
期
で
あ
る
ほ
ど
、
胃

潰
瘍
や
ポ
リ
ー
プ
（
良
性
腫
瘍
）、

胃
炎
な
ど
良
性
の
病
気
と
の
識
別
が

難
し
い
た
め
、
要
精
密
検
査
で
も
、

必
ず
し
も
が
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
精
密
検

査
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
が
ん
検
診
は
自
覚
症
状
の

な
い
方
が
対
象
で
す
。
自
覚
症
状
の

あ
る
方
は
、
直
接
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

健康増進課（谷和原保健福祉センター内）☎ 25- 2100
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※１健康増進室利用講習会
●対象者＝市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定員＝各日８人（予約制）
●申し込み方法＝電話または窓口で直接お申し込みくだ
　さい。申し込みは、本人、家族のみです。
※２ミニ教室
●対象者＝健康増進室利用講習会を受けたことのある方
●定員＝各日20人（予約制・定員になり次第締め切り）
●申し込み方法＝電話でお申し込みください。申し込み
　は、本人、家族のみです。（都合により、休講または変
　更する場合があります）
＜申込期間＞＜申込期間＞４月26日㈫から受け付けます。（土・日・
祝日を除く）午前８時30分～午後５時15分

保 健 だ よ り保 健 だ よ り

健康増進室のご利用案内
●火～土…午前９時～午後５時
●日曜日…午前９時30分～午後５時　　　　　
　　　　　（月曜日休室）
●料　金…１回あたり100円（免除制度あり）
※初めて健康増進室を利用する場合は、事前に「健
康増進室利用講習会    」を受けてください。

ご利用ください！ご利用ください！

講習・教室 期  日 開始時間 使用料

健康増進室
利用講習会

（１時間30分程度）

  10日㈫  午前９時
無料  14日㈯  午後１時

  22日㈰  午後１時

ミ　

ニ　

教　

室

肩こり・
腰痛体操

（40分程度）

  ４日㈬

 午前11時 100円
 11日㈬
 18日㈬
 25日㈬

チューブ運動

（30分程度）

 ５日㈭

  午前11時 100円
12日㈭
19日㈭
 26日㈭

バランスボール

（１時間程度）

  ６日㈮   

 午前11時 100円
 13日㈮
 20日㈮
 27日㈮

【５月スケジュール】
※１

◎ミニ教室　 の使用料には、健康増進室使用料を含みます。

申

※２

健康増進課　☎25-2100　

健康増進室健康増進室

※２

　

   

子
宮
が
ん
も
乳
が
ん
も
早
期
発
見

し
、
早
期
に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と

で
、
完
治
す
る
こ
と
が
で
き
る
疾
患

で
す
。「
私
は
大
丈
夫
。
」
と
過
信
す

る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
検
診
を
受
け
、

安
心
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
本
年
度
の
婦
人
科
検
診

（
集
団
）
を
、
６
月
、
10
月
お
よ
び

翌
年
２
月
に
行
い
ま
す
。

  

な
お
、
集
団
検
診
を
受
診
さ
れ
な

い
場
合
は
、
登
録
医
療
機
関
で
子
宮

が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
ま

す
。
市
で
発
行
す
る
受
診
券
が
必

日　時 会　場 申込期間・時間 申し込み方法

6月18日㈯
谷和原保健福祉
センター  5月25日㈬ 

 　　～ 31日㈫
午前9時～午後5時
（土・日を除く）

次のいずれかの方法で
お申し込みください。
①申込受付専用電話
　☎2

にっこり

5- ２
つ く ば み ら い

９８３
②谷和原保健福祉セン
　ター窓口
※本人または同一世帯
のみ受け付け可能

６月20日㈪ 伊奈保健センター

【６月に実施する集団検診・要予約】

 
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く

は
、
健
康
増

※乳がん検診は、年齢により検診項目が異なります。（健康管理予定表で、
ご確認ください。
※定員になり次第受付を終了しますので、ご了承ください。
※検診当日は、200円ご負担いただくと「骨密度測定」も受けられます。

 
～
婦
人
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
～

       

健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎ 
25
ー

２
１
０
０

問 進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ご
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
、
年
に
一
度
は
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

※２

○子どもの健診・教室など
事業名 期　日 時　間 対　象

３～４カ月児健診  30日㈪ 午後１時～１時30分 平成23年２月生
１歳６カ月児健診  26日㈭ 午後１時～２時 平成21年10月生
２歳児歯科健診   13日㈮ 午後１時～２時 平成21年４月生
３歳児健診   11日㈬ 午後１時～２時 平成20年３月生
パパママ教室（予約制） 14日㈯ 午前９時～正午 ご夫婦で参加できる方
離乳食教室(前半)   12日㈭

（予約制）

午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け
離乳食教室(後半) 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場（ピヨピヨ組）※

10日㈫ 午前10時～ 11時30分
1カ月～ 8カ月児と保護者

ひよこ広場（コッコ組） 9カ月～ 12カ月児と保護者
ポリオ（予防接種） 25日㈬ 午後１時～２時 ３カ月～ 90カ月未満児

会場：谷和原保健福祉センター

※ピヨピヨ組は、谷和原公民館が会場です。

日　　時 会　　場

移　    動
健康相談
（予約不要）

11日㈬
午前９時30分～11時30分

外記新田集会所
※車でのご来場は
ご遠慮ください。

こころの
健康相談
（予約制）

18日㈬
午後1時30分～ 3時30分

谷和原保健福祉
センター

保健カレンダー (５月）保健カレンダー (５月）○相　談

○献　血 ◆皆さまのご協力をお願いします◆

期　日 時　間 会　　場

31日㈫
午前９時30分～正午

伊奈保健センター
午後1時～４時
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　市消費生活センターでは、消費生活に関する苦情や問い
合わせを、専門の相談員が受け付けています。消費生活に
ついてのトラブルに巻き込まれたり、迷ったりしたときに
は、お気軽にご相談ください。

　
　日　時　毎週月～金曜日  午前９時～正午、午後１時～４時30分
　　　　　※祝日・年末年始は除く
　場　所　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）
　　        　☎ 25 - 3288（センター直通）
　　　　　℻   57 - 2288 

　

谷 和 原 庁 舎              １日・15日

伊 奈 庁 舎            ８日・22日

 開庁時間：午前８時30分から正午まで
業 務 内 容： 窓口業務の一部（下記のとおり）
【税務関係】　
　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参
　の場合のみ）の収納

【住民関係】
　戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印　
　鑑登録および印鑑証明書などの発行
　※住民票の異動（転入・転出など）および、外国
　人の登録・証明書発行などの手続きはできません。
 問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　 伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　 谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）

 

　     
    ◎法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
　◎心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　　予約・問い合わせ先
  　　 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　
　　　☎ 57 - 0123

市社会福祉協議会心配ごと相談（５月）

行　政　相　談（５月）

教　育　相　談（５月）　
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・
受験・カウンセリングなど何でも結構ですのでご利用く
ださい。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。

　
　　●伊奈公民館
　　　日　時　11日㈬、12日㈭、18日㈬、25日㈬
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　　●小絹コミュニティセンター
　　　日　時　毎週火曜日　　　
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）

         ※３日㈫は休みになります。

 　　●相談員　羽
は た

田　暁
さとる

　さん

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えにく
い」「郵便ポストが近くにない」など、困っていることはあ
りませんか？ こんなとき、行政相談委員にご相談ください。
　日　　時　５月19日(木)
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　　所　谷和原保健福祉センター　懇談室
　　また、随時相談を受け付けています。
　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　  ５月10日㈫   法律相談(弁)…谷和原保健福祉センター
             17日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館 
　　　  18日㈬   心配ごと相談…谷和原保健福祉センター
                〃　　 心配ごと相談…すこやか福祉館  
             24日㈫　法律相談(司)…谷和原保健福祉センター             
　　　  31日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館   

 日曜日開庁のお知らせ（５月）

消 費 生 活 相 談

       休日当番病院（５月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

１日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

３日㈷ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

４日㈷ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

５日㈷、29日㈰ ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551

８日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

15日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

22日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

小児科救急当番病院（５月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551

                                    くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-58-3566

旧谷和原全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   
根柄を除く）
板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関　東　商　事  ㈱
029- 836-3007

板橋（高岡を除く）
東（足高）三島（戸茂・戸崎・根柄）

   

人　権　相　談（５月）
　家庭内の問題、いじめ、セクハラ、近隣関係、相続など、
心配ごとや困っていることがありましたら、お気軽にご相談
ください。プライバシーは厳守されます。

●板橋コミュニティセンター
日　時　５月11日㈬　午前10時～正午
●谷和原保健福祉センター
日　時　６月８日㈬　午前10時～正午
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～水道工事は市指定給水装置工事事業者へ～　

水道工事（新設・改造・修繕など）は、市の指定を受けた給水装置工事事業者でな
ければ行うことができませんので、工事の際は指定を受けた事業者に依頼してください。
　市内の指定給水装置工事事業者は下記のとおりです。また、市外の事業者を知りた
い場合は別途お問い合せください。
　なお、市ホームページにも一覧が掲載されています。
（トップページ→上下水道→水道の漏水と修理について→市指定給水装置工事事業者）
　　　　　　　　　　　　　                                     

 水道課　 　52 - 6100
 

工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂256 58 - 6213 ㈱豊島産業 川崎213-3 52 - 3335

伊奈工業㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱直井造園土木 日川571 52 - 2600

いなほ工業㈱ 上島848 58 - 0382 成島建設㈱ 板橋3101 58 - 1131

㈲大久保水道工業 上島824 58 - 8177 成建工業㈱ 板橋3022-7 58 - 8613

オービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 浜野商事㈱ 伊丹161 58 - 2416

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 原信田建設㈱ 板橋1783 58 - 0018

㈲川口商事 鬼長526-1 52 - 3286 常陸管工 上長沼617 52 - 5579

久下設備 城中55 58 - 0418 ヒタチ緑化㈱ 筒戸103 52 - 3251

㈲坂本設備工業 豊体番外3号 58 - 0070 ㈲福新設備工業 台198 52 - 5011

常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 - 5357 ㈱武平 福原188 57- 0600

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 ㈲文倉建設 鬼長1231-2 52 - 5622

㈱新みらい 絹の台2-2-3 34 - 1088 松本工業㈱ 板橋2536 58 - 2187

㈱誠勝 筒戸1987-11 20 - 5470 ㈲丸斉建設 真木106 52 - 2627

関建設㈱ 上島168-2 58 - 2138 谷口設備工業 真木67-1 52 - 2619

塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 - 3681 ㈱山田組 城中952 58 - 2351

㈱寺田興業 南927-2 52 - 5809 谷原建設㈱ 下長沼118-1 52 - 2298

常磐興業㈱ 筒戸3178 52 - 2203 吉田設備 樛木45-3 52 - 5830

問  ☎  ＜給水装置工事事業者一覧＞

・

　　

火災・救急統計
●火災

　建 物

　車 両

　そ の 他

　 計

●救急

　交通事故

　急　　病

　そ の 他

　 計

3月分

0件

　0件

0件

0件

　3月分

28件

76件

　32件

136件

23年分

1件

　0件

0件

1件

23年分

60件

221件

　80件

361件

５月の納税など

上下水道料金の期限内納付にご協力ください
     　　　　  

料金のお支払いには、便利な口座振替をぜひご利用ください。
　　　　  取扱金融機関などにつきましては、水道課までお問い合わせください。

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

市
長
３
月
の
動
静
（
３
月
1
日
〜
31
日
）

こ
こ
で
は
、市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

１
日
㈫
＝
庁
議
、
伊
奈
高
等
学
校
卒
業
式

３
日
㈭
＝
議
会
定
例
会
本
会
議

４
日
㈮
＝
議
会
定
例
会
本
会
議

５
日
㈯
＝
茨
城
み
な
み
農
協
女
性
部
総
会

７
日
㈪
＝
議
会
定
例
会
本
会
議

８
日
㈫
＝
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

９
日
㈬
＝
伊
奈
中
学
校
卒
業
式
、賀
詞
交
換
会
実
行
委
員
会
、

　
　
　
　

土
浦
土
木
事
務
所
長
訪
問

10
日
㈭
＝
谷
原
西
部
地
区
県
営
ほ
場
整
備
事
業
実
行
委
員
会

11
日
㈮
＝
伊
奈
養
護
学
校
高
等
部
卒
業
式
、
災
害
対
策
本
部

　
　
　
　

会
議

12
日
㈯
＝
災
害
対
策
本
部
会
議

13
日
㈰
＝
災
害
対
策
本
部
会
議

14
日
㈪
＝
災
害
対
策
本
部
会
議

15
日
㈫
＝
災
害
対
策
本
部
会
議

16
日
㈬
＝
災
害
対
策
本
部
会
議
、
す
み
れ
幼
稚
園
卒
園
式

17
日
㈭
＝
谷
和
原
幼
稚
園
卒
園
式
、
災
害
対
策
本
部
会
議

18
日
㈮
＝
福
岡
小
学
校
卒
業
式
、
市
議
会
定
例
会
本
会
議
、

　
　
　
　

災
害
対
策
本
部
会
議

19
日
㈯
＝
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
市
内
被
害
状

　
　
　
　

況
等
に
つ
い
て
行
政
協
力
員
へ
の
説
明
会
（
伊
奈

　
　
　
　

公
民
館
お
よ
び
谷
和
原
公
民
館
）

22
日
㈫
＝
災
害
対
策
本
部
会
議

23
日
㈬
＝
災
害
対
策
本
部
会
議
、
常
総
衛
生
組
合
議
会

24
日
㈭
＝
災
害
対
策
本
部
会
議
、
常
総
地
方
広
域
圏
事
務
組

　
　
　
　

合
議
会

25
日
㈮
＝
災
害
対
策
本
部
会
議
、
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

　
　
　
　

ワ
ー
ク
総
会

26
日
㈯
＝
伊
奈
第
１
・
第
３
保
育
所
修
了
式
、
シ
ル
バ
ー
人

　
　
　
　

材
セ
ン
タ
ー
総
会

27
日
㈰
＝
古
瀬
の
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

28
日
㈪
＝
災
害
対
策
本
部
会
議
、
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　

発
刊
式

30
日
㈬
＝
市
民
お
よ
び
企
業
等
か
ら
の
救
援
物
資
出
発
式
、

　
　
　
　

茨
城
み
な
み
農
協
直
販
部
総
会
、
災
害
対
策
本
部

　
　
　
　

会
議

31
日
㈭
＝
派
遣
職
員
異
動
辞
令
式
、
常
総
衛
生
組
合
退
職
者

　
　
　
　

辞
令
式
、
市
職
員
退
職
者
辞
令
式
、
市
消
防
団
協

　
　
　
　

力
事
業
所
認
定
証
授
与
式

軽 自 動 車 税　　   全 期

保 育 料　　   ５ 月 分

児 童 ク ラ ブ　　   ５ 月 分

上 下 水 道 料　　   ３ 月 分

下水道使用料(取)※　　   ２ 月 分

住 宅 使 用 料　　   ５ 月 分

地 代 　　   ５ 月 分

　☆納期限は
　　　　５月31日㈫です。

　※（取）：取手地方広域下水道組合
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問 　　　スポーツ振興室
　　　☎ 58- 4005

気軽にできる生涯スポーツ 空手部空手部

団体名 対象 活動内容 活動時間 お問い合わせ先

誠
せいわかい

和会
茨城支部

幼児
～大人

高齢者
センター

月・水曜日
19時～ 21時

飯
いいずみ

泉　
☎52－5011

剛
ごうわかい

和会
幼児
～大人

谷和原
武道館

月・木・土曜日
19時～ 21時

秋
あ き た

田　
☎52－2182

桜
おうしかい

志会
小学生
～大人

総合
運動公園

木曜日
19時～ 21時

中
なかむら

村　
☎090－3061－3595

　空手道とは琉球王国（現
在の沖縄県）で発祥した
打撃技を中心とした武術
であり本来、命や財産を
守るための武技として発
達したものでしたが、現
代においては外敵から身
を守る護身術、強い体力
と精神力を養う鍛錬法、
またスポーツ競技として
それぞれの目的に合わせ
て修行しています。

　市体育協会空手部は現
在３団体で構成してお
り、幼児から大人に至る
まで幅広い世代の男女が
修行しています。
　空手道の特徴は、狭い
場所でも稽古ができる、
道衣のほか何も必要なく
お金がかからない、１人
でも自由に稽古ができる
ことです。


